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今
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
読
売
新
聞
論
説

委
員
で
朝
刊
１
面
コ
ラ
ム「
編
集
手
帳
」の
筆
者
、

竹
内
政
明
さ
ん
に
贈
ら
れ
る
。
同
特
別
賞
は
、
ビ
キ

ニ
水
爆
実
験（
１
９
５
４
年
）で
被
曝
し
た
漁
船
員

が
第
五
福
竜
丸
以
外
に
も
多
数
い
た
事
実
を
調
査
報

道
で
発
掘
し
た「
伊
東
英
朗
氏
な
ら
び
に
南
海
放
送

（
愛
媛
県
）『
Ｘ
年
後
』制
作
グ
ル
ー
プ
」が
選
ば
れ

た
。
４
月
30
日
の
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

　
贈
賞
式
は
５
月
27
日
午
後
５
時
30
分
か
ら
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
10
階「
ア
ラ
ス
カ
」で
行
う
。
ま
た
竹
内

さ
ん
と
伊
東
さ
ん
の
受
賞
記
念
講
演
会
を
６
月
３
日

午
後
６
時
30
分
か
ら
10
階
ホ
ー
ル
で
開
く
。
講
演
会

に
は
一
般
の
方
も
参
加
す
る
。

　
竹
内
さ
ん
は
14
年
間
、
毎
朝
、
奥
深
い
文
章
で
時

代
を
切
り
取
っ
て
き
た
。
読
者
と
新
聞
の
距
離
を
縮

め
、
信
頼
を
深
め
た
と
評
価
さ
れ
た
。

　
南
海
放
送
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
伊
東
さ
ん
と
制
作
グ

ル
ー
プ
は
米
国
・
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
被
曝
し
た
漁

船
員
を
探
し
出
し
番
組
で
伝
え
た
。ロ
ー
カ
ル
局
の

長
期
取
材
の
成
果
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。�（
中
井
良
則
）

今月のことば
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
竹
内
政
明
さ
ん（
読
売
）に
ク
ラ
ブ
賞

特
別
賞
は
伊
東
英
朗
さ
ん
・
南
海
放
送「
Ⅹ
年
後
」

戦
後
７０
年
　
激
戦
地
へ
慰
霊
の
旅

パ
ラ
オ
・
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の「
西
太
平
洋
戦
没
者
の
碑
」に
持
参
し
た
白
菊
を
供
花
さ
れ
る

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
＝
４
月
９
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

撮
影
：
寺
澤
　
将
幸（
日
本
経
済
新
聞
社
写
真
部
）

「
メ
ル
ケ
ル
首
相
や
ガ
ウ
ク
大
統
領
の
よ
う
な
東
独
出

身
者
が
西
側
の
価
値
観
を
身
に
つ
け
指
導
者
に
な
っ

た
。
ド
イ
ツ
が
１
つ
に
な
っ
た
こ
と
の
証
し
だ
」

　
石
田
勇
治
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授（
４
・
17
）�

６
㌻

「
E
U
加
盟
に
向
け
、
正
し
い
概
念
に
基
づ
く
国
造
り

を
進
め
て
い
け
ば
、
一
人
前
の
民
主
国
家
に
な
れ
る
」

　
ブ
シ
ャ
テ
ィ
・
ア
ル
バ
ニ
ア
外
相（
４
・７
）�

９
㌻

※
２
㌻
に
贈
賞
理
由
、
３
㌻
に
受
賞
者
紹
介
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２０１５年度日本記者クラブ賞・特別 賞

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
ク
ラ
ブ
の
会
員

と
会
員
社
に
属
す
る
記
者
の
中
か
ら「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
信
用
と
権
威
を
高
め
た

個
人
」（
ク
ラ
ブ
賞
規
約
）を
顕
彰
す
る
。

１
月
末
の
締
め
切
り
ま
で
に
会
員
か
ら
８

人
の
候
補
が
推
薦
さ
れ
た
。
例
年
、
候
補

の
氏
名
は
非
公
開
と
し
、
受
賞
者
の
み
を

発
表
し
て
い
る
。

　
推
薦
委
員
会（
個
人
Ｄ
会
員
８
人
で
構

成
）は
２
月
26
日
、
８
候
補
に
つ
い
て
議

論
し
、
竹
内
政
明
さ
ん
を
有
力
候
補
と
し

て
、
選
考
委
員
会（
総
務
委
員
会
15
人
で

構
成
）に
具
申
し
た
。「
達
意
の
文
章
で
心

に
し
み
る
」「
各
紙
の
１
面
コ
ラ
ム
は
読
者

の
新
聞
へ
の
関
心
を
つ
な
ぎ
と
め
る
窓
口

で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
出
色
だ
」な
ど
高

い
評
価
が
集
ま
っ
た
。

　
４
月
８
日
の
選
考
委
員
会
は
推
薦
委
の

結
果
を
参
考
に
、
８
候
補
に
つ
い
て
選
考

し
た
。
や
は
り「
14
年
間
も
の
長
い
間
、

高
い
レ
ベ
ル
で
書
き
続
け
て
い
る
」「
喜
怒

哀
楽
が
に
じ
み
出
た
コ
ラ
ム
だ
」と
竹
内

さ
ん
を
評
価
す
る
声
が
圧
倒
的
で
、
理
事

会
に
答
申
し
た
。
４
月
30
日
の
理
事
会
は

選
考
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
竹
内
さ
ん

の
受
賞
を
決
定
し
た
。

贈
賞
の
理
由（
要
旨
）

●
読
者
と
新
聞
の
距
離
を
縮
め
る

　
竹た

け

内う
ち

政ま
さ

明あ
き

記
者（
５９
）は
読
売
新
聞
朝

刊
の
１
面
コ
ラ
ム「
編
集
手
帳
」を
２
０

０
１
年
か
ら
書
き
続
け
、
14
年
に
な
る
。

日
々
発
生
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
を
幅
広

く
取
り
上
げ
、
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
奥

深
い
文
章
で
切
り
取
っ
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
か
ら
、
落
語
、
ド

ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
、
歌
謡
曲
に
至
る
ま
で

古
今
東
西
の
名
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
話

を
展
開
し
、
書
き
出
し
か
ら
結
末
ま
で
つ

な
ぐ
わ
ざ
は
比
類
が
な
い
。
テ
ー
マ
は
大

ぎ
、理
事
会
に
答
申
し
た
。
理
事
会
は「
伊

東
英
朗
さ
ん
な
ら
び
に
南
海
放
送『
Ｘ
年

後
』制
作
グ
ル
ー
プ
」の
受
賞
を
決
め
た
。

贈
賞
の
理
由（
要
旨
）

●
埋
も
れ
た
事
実
を
根
気
よ
く
究
明

　
米
国
に
よ
る
ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆
実
験

は
、
日
本
で
は「
第
五
福
竜
丸
事
件
」と

し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
が
、
南
海
放
送

（
愛
媛
県
）の
伊い

東と
う

英ひ
で

朗あ
き

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

（
５４
）は
、
高
知
の
高
校
教
師
が
多
数
の
マ

グ
ロ
漁
船
も
被
曝
し
て
い
た
実
態
を
独
自

調
査
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
２
０
０
４

年
か
ら
取
材
を
開
始
し
た
。
そ
の
成
果
を

南
海
放
送
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
と

し
て
シ
リ
ー
ズ
化
、
さ
ら
に
劇
場
用
記
録

映
画「
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
」を
制

作
し
、全
国
で
上
映
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
南
海
放
送
制
作
チ
ー
ム
も
献
身
的
な
努

力
で
伊
東
氏
を
支
え
た
。
ロ
ー
カ
ル
放
送

局
と
し
て
厳
し
い
条
件
下
に
あ
り
な
が

ら
、
伊
東
氏
と
制
作
チ
ー
ム
は
埋
も
れ
た

事
実
を
番
組
を
通
じ
て
根
気
よ
く
究
明
し

た
。
他
の
ロ
ー
カ
ル
局
へ
の
励
み
に
も
な

る
、
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
つ
い
て
は
、
厚
労

省
が
最
近
、
第
五
福
竜
丸
以
外
の
船
員
被

曝
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
公
表
し
、
専
門
家

に
よ
る
検
証
を
決
め
た
。
南
海
放
送
の
一

連
の
番
組
が
新
し
い
動
き
に
影
響
を
与
え

た
、
と
評
価
す
る
声
も
あ
っ
た
。

記者研修会・沖縄取材団案内 4

記者ゼミ第3期開講 5

クラブゲスト　石田勇治・東大大学院
教授／武井彩佳・学習院女子大准教授／
川喜田敦子・中央大教授 6

坂本団・弁護士／榎並利博・富士通総
研／森信茂樹・中大大学院教授 7

丹野純一・福島県立ふたば未来学園高校
校長、南郷市兵副校長／小沼士郎・外
務省交渉官／リブキン・米国務次官補 8

ブシャティ・アルバニア外相／高橋伸彰・
立命館大教授／植木安弘・上智大教授 9

グリア・OECD事務総長／須田桃子・毎
日新聞記者／川島真・東大大学院教授 10

北側一雄・公明党副代表 11

ジョージアの夕べ・上映会「コー
ン・アイランド」� 西島雄造　11

ワーキングプレス
天皇、皇后両陛下�パラオ訪問 12

� テレビ朝日　伊井健太
普天間問題 菅・翁長会談 13

� 共同通信　鈴木洋志
� 沖縄タイムス　福元大輔
被災地通信 岩手「集中復興期間」の行方 14

� 岩手日報　宮川　哲
試写会　「ハーツ・アンド・マインズ
ベトナム戦争の真実」北畠　霞 15

書いた話書かなかった話 16‣17

北京でスクープを取り逃がした話
� 伊藤　正
リレーエッセー 18

寛容の哲学説いた政治家「金大中」
� 東京新聞　五味洋治
マイBOOKマイPR／寄贈書 19

ニ
ュ
ー
ス
に
限
ら
な
い
。
街
角
の
光
景
や

人
々
の
営
み
を
丁
寧
に
す
く
い
あ
げ
、
お

だ
や
か
な
視
点
で
人
生
の
一
日
を
書
き
と

ど
め
る
こ
と
ば
も
忘
れ
が
た
い
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る
１
面
コ

ラ
ム
の
書
き
手
と
し
て
、
読
者
と
新
聞
の

距
離
を
縮
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼

を
深
め
る
仕
事
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
特
別
賞
は
２
０
１
２
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
。
原
則
と
し
て
ク
ラ
ブ
の
会
員
ま
た
は

会
員
社
に
属
す
る
も
の
以
外
で
、
個
人
で

も
取
材
チ
ー
ム
で
も
対
象
と
な
る
。
今
年

度
か
ら
内
規
を
改
定
し
、
新
聞
協
会
・
民

放
連
加
盟
社
な
ら
ク
ラ
ブ
会
員
社
で
な
く

て
も
候
補
を
推
薦
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
７
件
の
候
補
が
推
薦
さ
れ
、
異
な
る

推
薦
者
か
ら
伊
東
英
朗
さ
ん（
南
海
放
送

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）と
南
海
放
送「
Ｘ
年
後
」

制
作
グ
ル
ー
プ
が
別
々
に
推
薦
さ
れ
た
。

推
薦
委
員
会
の
議
論
で
は
、「
第
五
福
竜

丸
以
外
で
あ
れ
ほ
ど
の
被
曝
が
あ
っ
た
事

実
を
明
ら
か
に
し
た
」と
の
声
が
強
く
、

伊
東
さ
ん
と
制
作
グ
ル
ー
プ
を
あ
わ
せ
て

一
つ
の
候
補
と
し
た
う
え
で
、
有
力
候
補

と
し
て
選
考
委
に
具
申
し
た
。

　
選
考
委
も「
こ
れ
だ
け
の
調
査
報
道
は

な
か
な
か
な
い
」と
称
賛
の
意
見
が
相
次

特
別
賞

伊
東
英
朗
さ
ん
な
ら
び
に

南
海
放
送「
Ｘ
年
後
」制
作
グ
ル
ー
プ

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

竹
内
政
明
さ
ん（
読
売
新
聞
論
説
委
員
）

543_P1-4,20-22.indd   2 2015/05/08   9:09:16



3◦日本記者クラブ会報　2015.5.10　No.543

受 賞者紹介

竹内政明さん
手作りの引き出しは名文の山
� ４５８字の引用の文学

　「
い
つ
か
こ
う
い
う
も
の
を
書
き
た

い
」。新
人
記
者
は
ひ
そ
か
に
念
じ
る
。「
う

　
伊
東
さ
ん
は
愛
媛
の
町
立
幼
稚
園
教
諭

と
し
て
16
年
間
働
い
て
い
た
が
、
教
育
委

た
こ
と
に
頭
の
中
の
引
き
出
し
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
本
を
読
ん
で
、
こ
れ
は
と
い

っ
て
き
ま
し
た
」

　「
ボ
ク
は
素
人
」が
口
癖
。
し
か
し
10

ま
い
な
あ
」。
シ
ニ
ア
記
者
は
こ
っ

そ
り
た
め
息
を
つ
く
。
１
面
の
左
下

11
㌢
×
10
㌢
の
囲
み
に
４
５
８
字
。

引
き
受
け
た
紙
面
は
小
さ
く
て
も
、

広
が
る
世
界
は
大
き
い
。
ト
ッ
プ
記

事
を
読
む
前
に「
編
集
手
帳
」か
ら

朝
が
始
ま
る
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
月
曜
組
み
か
ら
金
曜
組
み
ま
で
休

ま
ず
た
ゆ
ま
ず
、
年
に
ざ
っ
と
２
５

０
本
。「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
書
か
な
い
。

苦
し
む
時
は
苦
し
み
ま
す
ね
」。
夕

方
ま
で
ネ
タ
は
決
め
な
い
。「
７
時

ご
ろ
書
き
出
し
て
１
時
間
半
ぐ
ら
い

か
か
る
か
な
あ
。
ま
あ
締
め
切
り
に

員
会
へ
の「
昇
進
」で
子

供
た
ち
と
離
れ
た
こ
と
が

嫌
で
退
職
し
た
。
趣
味
の

ビ
デ
オ
ア
ー
ト
作
品
が
国

際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
る

腕
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
映
像
へ
の
関
心
か
ら

南
海
放
送
で
番
組
制
作
の

道
に
入
っ
た
。
41
歳
の
再

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
ま
も
な
く
米
国
の
水
爆

う
文
章
の
ペ
ー
ジ
を
コ
ピ
ー
し
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
る
。
フ
ァ
イ
ル
ご
と
に

１
、
２
、
３
と
ナ
ン
バ
ー
を
ふ
り
１

０
０
に
達
し
た
。
そ
こ
で
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
切
り
替
え
た
。
AA
、AB
、

AC
・
・
・
AY
、AZ
、BA
、BB
・
・
・
と

来
て「
今
の
最
後
は
こ
れ
、
LX
に
な

っ
て
い
る
」。
と
い
う
こ
と
は
、
勝

手
に
計
算
す
る
と
４
０
０
冊
以
上
。

ロ
ッ
カ
ー
を
開
け
る
と
青
い
フ
ァ
イ

ル
が
本
当
に
並
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
テ
ー
マ
ご

と
の
索
引
も
手
書
き
で
作
っ
た
。
た

と
え
ば「
税
金
」な
ら
、
い
つ
か
引

年
以
上
、
関
連
番
組
を
毎

年
作
り
、
監
督
し
た
記
録

映
画
は
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス

ト
テ
ン
に
入
っ
た
。
難
易

度
の
高
い
プ
ロ
の
仕
事

だ
。

　
た
だ
、
番
組
は
一
人
で

は
作
れ
な
い
。「
規
格
外
」

の
仕
事
を
南
海
放
送
の
制

作
チ
ー
ム
が
支
え
た
。
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
コ
ン

用
す
る
で
あ
ろ
う
名
文
句
が

何
本
も
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に

フ
ァ
イ
ル
の
記
号
が
書
き
添

え
て
あ
る
。
い
ざ
書
く
時
は

フ
ァ
イ
ル
を
引
っ
張
り
出
し

原
典
に
あ
た
る
。

　「
き
ち
っ
と
し
た
引
用
で

な
い
と
。
う
ろ
覚
え
じ
ゃ
な

く
」

　
手
作
り
の
宝
物
を
詰
め
込

ん
だ
ア
ナ
ロ
グ
の
引
き
出
し

ビ
を
組
ん
だ
大
西
康
司
さ
ん
は「
ケ

ン
カ
も
し
た
が
、
い
い
も
の
を
作
り

た
い
気
持
ち
を
あ
ん
な
に
強
く
持
っ

て
い
る
ヤ
ツ
は
い
な
い
」と
言
う
。

カ
ネ
に
な
ら
な
い
番
組
を
じ
っ
と
見

守
っ
て
き
た
河
田
正
道
社
長（
現
会

長
）は
受
賞
を
知
り
、「
伊
東
君
は
放

し
飼
い
の
よ
う
な
も
ん
で
す
わ
」と

笑
っ
た
。
番
組
の
功
績
も
あ
り
、
歴

史
の
底
に
沈
ん
で
い
た
太
平
洋
核
実

験
の
実
態
が
徐
々
に
浮
か
び
上
が

り
、伊
東
さ
ん
の
取
材
は
今
も
続
く
。

　「
今
後
の
目
標
は
」
と
聞
く
と
、

意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　「
幼
稚
園
に
戻
っ
て
、
爺
ち
ゃ
ん

先
生
に
な
り
た
い
」

�

（
土
生
修
一
）

は
間
に
合
う
」。
そ
ん
な

日
々
を
重
ね
て
、
こ
の
６

月
で
丸
14
年
に
な
る
。

　
竹
内
コ
ラ
ム
と
い
え
ば

５
歳
の
女
の
子
の
詩
か
ら

ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
、
万
葉

集
ま
で
名
文
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
だ
。
短
い
分
量
な
の

に
２
つ
も
３
つ
も
引
用

し
、
そ
れ
が
つ
な
が
っ
て

「
落
ち
」ま
で
引
っ
張
る
。

実
験
に
よ
る
漁
船
の
被
曝
問
題
を
知

っ
て
取
材
を
始
め
た
。
し
か
し
地
味

な
社
会
派
番
組
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
あ

て
も
な
く
、
し
か
も
取
材
対
象
は
放

映
圏
外
の
高
知
だ
。

　
普
通
な
ら
あ
き
ら
め
る
。
し
か
し

「
業
界
の
ル
ー
ル
も
知
ら
な
い
素
人

の
強
み
」で
突
進
し
た
。
日
常
業
務

を
こ
な
し
つ
つ
、
休
み
を
削
り
、
カ

メ
ラ
を
か
つ
ぎ
、
自
家
用
車
で
隣
県

に
あ
る
元
乗
組
員
の
家
々
を
め
ぐ
る

日
々
が
始
ま
っ
た
。
漁
業
へ
の
悪
影

響
を
懸
念
し
て
関
係
者
の
口
は
重
か

っ
た
が
、
粘
り
に
粘
り
、
証
言
を
集

め
る
と
、
被
曝
し
た
元
乗
組
員
に
は

補
償
も
お
詫
び
も
な
く
、
そ
の
多
く

は
平
均
寿
命
に
届
か
ず
死
亡
し
て
い

た
。「
許
せ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
や

が
物
理
的
に
存
在
す
る
。
そ
の
引
き
出
し

か
ら
選
び
抜
い
た
こ
と
ば
で
珠
玉
の
短
編

を
、
き
ょ
う
も
紡
ぐ
。
コ
ラ
ム
書
き
の
覚

悟
は
こ
こ
に
極
ま
る
。�

（
中
井
良
則
）

引
用
の
文
学
で
も
あ
る
。

　
定
番
の
質
問
な
が
ら「
引
き
出
し
が
多

い
で
す
ね
」と
尋
ね
る
と「
引
き
出
し
だ

け
で
食
っ
て
る
ん
で
」と
苦
笑
い
。
驚
い

伊東英朗さんと
南海放送「Ｘ年後」制作グループ
｢素人の強み｣とチーム力

床も机もロッカーも天井まで本、本、本

伊東さん（中央）と南海放送の制作チーム
左端は河田正道会長、右端は田中和彦社長
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クラブ月 報

　
６
月
に
行
う
記
者
研
修
会
と
そ
れ
に
続

く
沖
縄
取
材
団
の
計
画
が
固
ま
り
、
法
人

会
員
各
社
の
報
道
・
編
集
局
長
と
論
説
・

解
説
委
員
長
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
案
内

を
送
っ
た
。
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
は
な
い
新

聞
協
会
・
民
放
連
加
盟
社
に
も
案
内
を
出

し
た
。
例
年
に
ま
し
て
充
実
し
た
日
程
と

な
っ
た
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
沖
縄

取
材
団
は
５
月
22
日
、研
修
が
６
月
３
日
。

　
記
者
研
修
は
毎
夏
、
若
手
・
中
堅
記
者

が
全
国
か
ら
集
ま
る
。
こ
れ
ま
で
は
８
月

に
開
催
し
て
い
た
が
、
今
年
は「
戦
後
70

年
」を
テ
ー
マ
の
中
心
に
据
え
、
早
め
に

６
月
８
、
９
日
の
２
日
間
行
う
。

　
初
日
の
８
日
は
、
取
材
・
報
道
の
体
験

を
女
性
記
者
が
語
り
合
い
、
参
加
者
と
議

論
す
る
。
午
後
は
、
戦
後
70
年
を
め
ぐ
る

保
阪
正
康
さ
ん
と
原
武
史
さ
ん
の
対
談
に

続
き
、
４
社
の
一
線
記
者
が
戦
後
70
年
を

ど
う
取
り
上
げ
て
い
る
か
話
し
合
う
。
夜

の
交
流
会
は
初
対
面
の
参
加
者
同
士
が
熱

く
意
見
交
換
す
る
機
会
と
な
る
。

　
９
日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
関
係
を
渡
邉
英
徳
さ
ん
に
聞

く
。
石
破
茂
・
地
方
創
生
担
当
相
の
会
見

は
各
地
の
記
者
が
政
権
の
地
方
政
策
を
質

問
す
る
場
に
な
る
だ
ろ
う
。
最
後
は
村
山

富
市
元
首
相
と
河
野
洋
平
元
官
房
長
官
の

２
人
が
村
山
談
話
と
河
野
談
話
を
中
心
に

話
す
。
石
破
会
見
、
村
山
・
河
野
対
談
の

２
つ
は
、
研
修
参
加
者
だ
け
で
な
く
ク
ラ

ブ
会
員
も
出
席
す
る
。

　
研
修
会
に
続
く
沖
縄
取
材
団
は
、
生
ニ

ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
慰
霊
の
日

（
６
月
23
日
）に
向
け
て
参
加
者
が
記
事
を

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
日
程
を
組

ん
だ
。
研
修
会
参
加
者
だ
け
で
な
く
取
材

団
だ
け
に
加
わ
る
記
者
も
歓
迎
だ
。
９
日

夜
、
那
覇
に
集
ま
り
、
米
軍
普
天
間
基
地

の
辺
野
古
移
設
で
揺
れ
る
沖
縄
現
地
を
10

日
か
ら
13
日
ま
で
４
日
間
、
駆
け
回
る
。

　
10
日
は
翁
長
雄
志
知
事
の
記
者
会
見
が

記
者
研
修
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
現
す
る
見
込
み
だ
。
午
後
は
普
天
間
基

地
に
入
り
、
在
沖
米
軍
ト
ッ
プ
の
四
軍
調

整
官
ら
に
聞
く
予
定
。
辺
野
古
容
認
に
転

じ
た
仲
井
真
前
知
事
時
代
の
副
知
事
だ
っ

た
高
良
倉
吉
氏
に
も
会
う
。
11
日
は
辺
野

古
の
現
場
周
辺
を
訪
れ
、
漁
船
に
乗
っ
て

海
上
か
ら
も
取
材
す
る
。

　
12
日
は
井
上
一
徳
沖
縄
防
衛
局
長
、
普

天
間
の
地
元
、
宜
野
湾
市
の
佐
喜
真
淳
市

長
、
辺
野
古
反
対
を
訴
え
る
稲
嶺
進
名
護

市
長
ら
と
会
う
。
最
後
の
13
日
は
南
部
戦

跡
の
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
を
見
学

し
、
70
年
前
の
沖
縄
戦
を
体
験
し
た
本
村

ツ
ル
理
事
長
に
聞
く
。

　
基
地
に
依
存
し
な
い
沖
縄
経
済
の
展
望

も
関
係
者
に
取
材
す
る
。沖
縄
タ
イ
ム
ス
、

琉
球
新
報
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
。

　
７
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ド
イ
ツ
に
海
外
取
材
団
を
派
遣
す
る
。

ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
歴
史
を

見
つ
め
な
が
ら
ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

が
、ど
の
よ
う
に
し
て
和
解
に
至
っ
た
か
、

両
国
の
当
事
者
に
取
材
す
る
。
ペ
レ
ス
元

イ
ス
ラ
エ
ル
大
統
領
に
も
会
う
予
定
。
５

月
中
に
各
社
に
案
内
を
送
り
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
る
。

�

（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

７
月
は
イ
ス
ラ
エ
ル・ド
イ
ツ
に

取
材
団
　
戦
後
和
解
を
聞
く

翁
長
知
事
、
米
軍
ト
ッ
プ
、

辺
野
古
現
地
も
　
沖
縄
取
材
団

沖縄取材団プログラム

₆月₉日（火）▶各自那覇へ▶ＡＮＡ沖縄貨物ハブ見学（那覇空港・
希望者のみ）　₆月10日（水）▶記者会見　翁長雄志・沖縄県知事（調
整中）▶米軍普天間飛行場視察　ジョン・ウィスラー在沖縄米軍四軍
調整官／ピーター・リー普天間飛行場司令官▶レクチャー　上原良
幸・沖縄観光コンベンションビューロー会長▶レクチャー　高良倉
吉・琉球大学名誉教授「沖縄イニシアティブ」　₆月11日（木）▶辺
野古キャンプ・シュワブ周辺　安次富浩・ヘリ基地反対協議会共同
代表▶レクチャー　前泊博盛・沖縄国際大学教授、屋良朝博・フリ
ージャーナリスト▶懇親会　₆月12日（金）▶記者会見　稲嶺進・名
護市長▶記者懇談　井上一徳・沖縄防衛局長▶記者懇談　佐喜真淳・
宜野湾市長　₆月13日（土）▶南部戦跡　ひめゆり平和祈念資料館・
本村ツル理事長、謝花直美・沖縄タイムス社編集委員▶現地解散

　戦
後
70
年
を
語
り
合
う

　
　
　
　石
破
地
方
創
生
相
も
会
見

記者研修
６月８、９日

₆月₈日（月） ▼「なにを伝えるか・どう伝えるか」須田桃子・毎日
新聞記者、長谷川由紀・読売新聞元カイロ支局長、小栗泉・日本テ
レビ政治部担当副部長▶対談「戦後70年を語る」作家・保阪正康さ
ん、原武史・明治学院大学教授▶パネルディスカッション「我が社
の戦後70年報道」西村修・秋田魁新報社、岡本晃明・京都新聞社、
宮崎智三・中国新聞社、梶井正人・RKB毎日放送▶交流会
₆月₉日（火）▶研究会「データを紡いで社会につなぐ」渡邉英徳・
首都大学東京准教授▶記者会見　石破茂・地方創生担当相▶対談
「戦後70年を語る」村山富市・元首相、河野洋平・元官房長官

記者研修会プログラム

543_P1-4,20-22.indd   4 2015/05/08   9:09:17



5 ⃝日本記者クラブ会報　2015.5.10　No.543

記 者ゼミ／会議報告

　
米
国
の
新
聞
王
、
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
は
、

「
イ
エ
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」を
謳

歌
し
た
後
、
そ
の
反
省
と
し
て「
信
頼
さ

れ
る
質
の
高
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」を
目

指
し
て
、
２
つ
の
こ
と
を
残
し
ま
し
た
。

　
１
つ
は
顕
彰
事
業
と
し
て
の「
ピ
ュ
リ

ツ
ァ
ー
賞
」の
創
設
、そ
し
て
も
う
１
つ
が

大
学
で
の「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
コ
ー
ス
」

の
創
設
で
し
た
。
大
学
で
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
教
育
の
主
眼
は
、
デ
ス
ク
教
育
に
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
新
聞
報
道
に
お
け
る
デ

ス
ク（
中
堅
記
者
も
含
む
）の
役
割
の
大

き
さ
を
痛
感
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
ゼ
ミ
も
ま
た
、

同
じ
問
題
意
識
か
ら
始
ま
っ
た
業
界
と
し

て
の
取
り
組
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
期
の
記
者
ゼ
ミ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

タ
イ
ト
ル
を「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
現
場
〜
そ
の
原
則
と
ス
キ
ル
」と
し
ま

し
た
。
前
期
の「
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
」を
継
承
し
つ
つ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
変
化
に
関
わ
ら
ず
通
底
す
る
問
題
に

も
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　
こ
の
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
時
代
と
い
わ
れ
る
中
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
も
変
容
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
３
期
記
者
ゼ
ミ

「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
〜

そ
の
原
則
と
ス
キ
ル
」開
講
に
あ
た
っ
て

�

特
別
企
画
委
員

　橋
場
義
之

い
や
、
変
容
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

取
材
・
表
現
・
伝
達
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
全

て
に
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
否
応
な

く
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
報
道
す
る

側
は
、
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
知
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
使
い
こ
な
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
振
り
回
さ

れ
て
も
い
け
な
い
の
で
す
。

　
一
方
、
既
存
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す

る
人
々
の
信
頼
は
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
人
権
侵
害
、
不
正
確
な
内
容
、
世
論

の
意
図
的
な
誘
導
、
権
力
へ
の
お
も
ね
り

…
意
識
し
て
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
人
々

は
肌
感
覚
で
感
じ
て
い
て
、
そ
れ
は
案
外

根
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
ネ

ッ
ト
の
影
響
？
　
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
は

別
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
各
回
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
業
界
の
内
外
を
問
わ
ず
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
講
師
陣
と
議
論
を
展

開
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
会
議
報
告（
そ
の
１
）

⃝
２
０
１
５
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
選
考
委
員
会

�

（
４
・
８
　
会
見
場
）

　
五
十
嵐
公
利
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
推
薦

委
員
会
委
員
長
代
行（
春
名
幹
男
委
員
長

の
代
理
）か
ら
の
報
告
の
後
、
選
考
に
入

り
、
ク
ラ
ブ
賞
に
読
売
新
聞
の
竹
内
政
明

氏
、
同
特
別
賞
に
南
海
放
送
の
伊
東
英
朗

氏
お
よ
び「
Ｘ
年
後
」制
作
グ
ル
ー
プ
を

受
賞
者
と
し
て
理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
小
田
、
石
川
、
会

田
、
山
田
、
粕
谷
、
西
渕
、
篠
塚
、
川
嶋
、

木
村
の
各
委
員
、
伊
藤
理
事
長
、
飯
塚
、

石
田
の
両
副
理
事
長
、
中
井
専
務
理
事
。

⃝

第
３
６
２
回
会
報
委
員
会

�

（
４
・
９
　
小
会
議
室
）

　
４
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
後
、

５
月
号
の
編
集
や
８
月
号
掲
載
の｢

戦
後

70
年｣

企
画
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
会
報

の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
を
交

わ
し
、
誌
面
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
の
連
携

な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
　
石
川
委
員
長
、
吉
野
、
高
橋
、
神

田
、
風
間
、
佐
塚
、
大
寺
、
荒
田
、
北
村
、

長
澤
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
１
回
企
画
委
員
会

�

（
４
・
10
　
会
見
場
）

　
新
特
別
企
画
委
員
の
橋
場
義
之
氏（
毎

日
新
聞
出
身
）が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
今

後
の
ゲ
ス
ト
候
補
な
ど
を
協
議
し
た
。

出
席
　
会
田
委
員
長
、
星
、
安
井
、
服
部
、

倉
重
、
坂
東
、
橋
本
、
杉
山
、
脇
、
樫
山
、

別
府
、
宮
田
、川
上
、軽
部
、加
藤
、瀬
口
、

原
田
、
島
田
、
竹
田
、
川
戸
、
小
栗
、
川

村
、
和
田
、露
木
、村
田
、橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
２
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
４
・
16
　
小
会
議
室
）

　
日
本
経
済
新
聞
の
新
委
員
・
越
中
秀
史

編
集
局
次
長（
旧
・
船
木
隆
氏
）が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
５
月
１
日
付
入
会
を
審
議

し
、
理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
田
委
員
長
、
菊
池
、
中
島
、
斎

藤
、
越
中
、
辻
、
正
籬
、
玉
置
、
山
本
、

青
木
の
各
委
員
。

⃝

第
42
回
監
事
会

�

（
４
・
16
　
大
会
議
室
）

　
２
０
１
４
年
度
の
事
業
報
告
と
同
収
支

決
算
案
の
監
査
を
行
っ
た
。

出
席
　
沖
永
、
小
林
、
大
久
保
の
各
監
事
。

�

※
そ
の
２
は
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

ゼ
ミ
生
募
集
中
　
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会

員
社
の
現
役
記
者
で
す
。
登
録
ご
希
望

の
方
はsem

inar@
jnpc.or.jp�

へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

《
今
後
の
予
定
》▼
５
・
29（
金
）午
後
３

時
〜
５
時
　
稲
田
修
一
・
東
大
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
▼
６・

12（
金
）午
後
３
時
〜
５
時
　
細
田
正

和
・
共
同
通
信
社
デ
ジ
タ
ル
推
進
局
長

▼
６
・
26（
金
）午
後
３
時
〜
５
時
　
福

原
伸
治
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
局
局
次
長
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戦
後
70
年
を
迎
え
、
日
本
の
歴
史
問
題

へ
の
取
り
組
み
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に

な
り
、
そ
の
中
で
し
ば
し
ば
ド
イ
ツ
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
戦
後
ド
イ
ツ
は
、

周
辺
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ど
の
よ
う
に
和

解
し
て
い
っ
た
の
か
。

　
第
１
回
は
、
ド
イ
ツ
戦
後
史
に
詳
し
い

石
田
勇
治
氏
が
、
概
論
を
語
っ
た
。

　
西
独
、
そ
し
て
統
一
ド
イ
ツ
の「
過
去

の
克
服
」の
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
な
ど
ナ
チ
ス
が
犯
し

た
不
法
に
対
す
る
補
償
と
、司
法
訴
追
が
、

２
つ
の
大
き
な
柱
だ
。
各
分
野
で
の
政
策

は
、
政
治
が
そ
の
時
々
の
社
会
的
要
請
や

国
際
的
な
圧
力
に
応
え
た
も
の
で
、
多
分

に「
場
当
た
り
的
」で
は
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
次
第
に
ド
イ
ツ
の
過
去
へ
の

取
り
組
み
は
、
国
際
社
会
で
高
い
評
価
を

得
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
た
ど
っ
た
要
因
と
し

て
、
石
田
氏
は
、
過
去
へ
の
反
省
を
内
外

に
示
し
た
ブ
ラ
ン
ト
首
相
や
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ

ッ
カ
ー
、ラ
ウ
両
大
統
領
の
例
を
引
い
て
、

政
治
指
導
者
の
役
割
を
強
調
し
た
。

　
ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
を
取

り
上
げ
た
武
井
彩
佳
氏
の
話（
第
２
回
）

は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
西
独
首
相
の「
現
実

路
線
」に
焦
点
を
あ
て
た
点
で
、
新
鮮
味

が
あ
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
は
１
９
５
２
年
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
の
決
断
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と「
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
補
償
協
定
」を
結
ん
だ
。
戦
後

和
解
プ
ロ
セ
ス
の
出
発
点
だ
。

　
武
井
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が

国
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
協
定
締
結
を

推
進
し
た
の
は
、「
国
際
情
勢
を
勘
案
し

て
利
益
が
大
き
い
」と
の
現
実
的
な
判
断

に
立
っ
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
時
期
の
西
独
は
、
戦
勝
国
で
あ
る

米
、
英
、
仏
と
の
間
で
、
主
権
回
復
と
再

軍
備
に
関
す
る
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。
こ

う
し
た
復
権
が
西
側
戦
勝
国
か
ら
認
め
ら

れ
る
た
め
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
補
償

を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　
一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
も
、
経

済
的
な
逼
迫
を
打
開
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ

か
ら
の
補
償
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
現
実

的
な
選
択
を
し
た
。

　「
冷
戦
の
枠
組
み
の
中
で
、
和
解
と
い

う
方
向
性
が
、
ド
イ
ツ
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
双

方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
」と
い
う
の

が
武
井
氏
の
要
約
だ
。

　
第
３
回
の
川
喜
田
敦
子
氏
は
、
ド
イ
ツ

が
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
と
行
っ

て
い
る
歴
史
教
育
分
野
で
の
対
話
を
紹
介

し
た
。
対
話
は
、
教
科
書
の
内
容
を
互
い

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
誤
り
や
偏
見
を
指
摘
す

る
と
い
う
初
期
段
階
か
ら
、
両
国
関
係
に

関
す
る
出
来
事
の
共
同
執
筆
に
進
む
。

　
独
仏
は
、「
対
話
の
長
い
積
み
重
ね
の

上
に
立
ち
」21
世
紀
に
入
っ
て
高
校
生
向

け
共
通
教
科
書
の
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
た
だ
、
共
通
教
科
書
は
、
多
分
に「
派

手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
望
む
政
治
」の

後
押
し
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
教
育
現

場
で
の
採
用
率
は
低
い
と
の
こ
と
だ
。

　
共
通
教
科
書
を
目
標
と
す
る
よ
り
、
対

話
を
通
じ
て
、
他
国
民
を
傷
つ
け
な
い
歴

史
記
述
を
模
索
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
の
が
、
川
喜
田
氏
の
指
摘
だ
。

　
い
ず
れ
の
回
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ

っ
た
。「
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の

優
遇
は
、
イ
ス
ラ
ム
系
住
民
の
視
点
か
ら

は
、
ど
う
捉
え
ら
れ
る
か
」「
ド
イ
ツ
と
ロ

シ
ア
と
の
歴
史
対
話
は
可
能
か
」「
植
民
地

支
配
の
過
去
へ
の
取
り
組
み
は
十
分
か
」

と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
い
ず
れ
も
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
へ
の
反

省
に
重
点
を
置
き
進
展
し
て
き
た
、
ド
イ

ツ
の「
過
去
の
克
服
」の
限
界
や
急
所
を

つ
く
疑
問
で
あ
る
。

　
議
論
は
、
現
今
の
幅
広
い
国
際
問
題
と

関
連
付
け
て
、
戦
後
ド
イ
ツ
の
歩
み
を
よ

り
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
向
か

っ
た
と
言
え
る
。

読
売
新
聞
論
説
委
員
　
森
　
千
春

武た
け

井い

　彩あ
や

佳か

　
学
習
院
女
子
大
学
准
教
授

現
実
路
線
が
原
点
だ
っ
た

４
・
22（
水
）同
研
究
会
②「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
と
の
和
解
」

／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
出
席
：
67
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

川か
わ

喜き

田た

　敦あ
つ

子こ

　
中
央
大
学
教
授

対
話
で
歴
史
記
述
を
模
索

４
・
24（
金
）同
研
究
会
③「
歴
史
教
育
」／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
出

席
：
78
人
／
会
見
詳
録

石い
し

田だ

　勇ゆ
う

治じ

　
東
京
大
学
大
学
院
教
授

政
治
指
導
者
の
役
割
重
要

４
・
17（
金
）研
究
会「
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
」①「
ナ
チ
ズ
ム
の
過
去
の

克
服
」／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
84
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

戦後ドイツの和解
その成果と限界は
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国
民
全
員
に
、
一
生
変
わ
ら
な
い
12
桁

の
番
号
を
付
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
。

　
来
年
１
月
の
運
用
開
始
を
前
に
、
今
年

10
月
中
旬
以
降
、
全
国
の
市
町
村
が
、
住

民
に
簡
易
書
留
を
送
っ
て
番
号
の
通
知
を

始
め
る
。
あ
と
半
年
と
迫
り
な
が
ら
、
国

民
へ
の
周
知
は
不
十
分
で
、
内
閣
府
が
１

月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
７
割
の
人
が
制

度
を
知
ら
な
い
と
い
う
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
は
番
号
の
適
用
範
囲
を
、
当
初

の
社
会
保
障
と
税
か
ら
、
さ
ら
に
預
貯
金

の
口
座
な
ど
に
も
拡
大
す
る
改
正
法
案
を

今
国
会
に
提
出
、
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
実
は
異
な
る

出
自
を
持
つ
２
つ
の
制
度
が
合
わ
さ
っ
て

で
き
て
い
て
、
こ
れ
が
理
解
を
難
し
く
し

て
い
る
。
１
つ
は
、
各
役
所
が
別
々
に
持

つ
国
民
の
情
報
を
、
共
通
の
個
人
番
号
を

使
っ
て
管
理（
名
寄
せ
）し
、
確
実
に
個

人
を
特
定
し
よ
う
と
い
う
番
号
制
度
。
こ

れ
は
税
の
徴
収
漏
れ
を
な
く
そ
う
と
い
う

納
税
者
番
号
の
流
れ
か
ら
き
て
い
る（
財

務
省
や
厚
生
労
働
省
が
中
心
）。

　
も
う
１
つ
は
、
か
つ
て
国
民
Ｉ
Ｄ
制
度

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
国
民
全
員
が
Ｉ
Ｄ

を
持
ち
、
電
子
政
府
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
が
便
利
に
行
え

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
で
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
呼

ば
れ
る（
経
済
産
業
省
や
総
務
省
な
ど
）。

　
ま
ず
第
１
回
の
坂
本
さ
ん
は
、
か
つ
て

大
き
な
議
論
と
な
っ
た
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
、
今
回
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
と
っ
て
も
っ
と
危
険
と
主
張
。
そ

も
そ
も
住
基
ネ
ッ
ト
以
前
は
、
国
が
国
民

の
個
人
情
報
を
役
所
の
壁
を
越
え
て
把
握

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
住

民
票
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
な
ど
基
本
的
な
６
つ
の
情
報
が
把

握
し
や
す
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
今
回
は
、

所
得
や
年
金
、
雇
用
保
険
の
給
付
状
況
な

ど
重
要
な
情
報
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
は
民
間
の
事
業
者
も
入

ろ
う
と
し
て
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
と

っ
て
重
大
な
危
機
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
２
回
目
の
榎
並
さ
ん
は
、
重
要
な
の
は

番
号
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
を
き
っ
か

け
に
、
行
政
の
仕
組
み
や
制
度
を
作
り
変

え
る
こ
と
だ
と
主
張
。具
体
的
に
は
当
初
、

民
主
党
政
権
の
下
で
、
番
号
制
度
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た「
総
合
合

算
制
度
」と
い
う
仕
組
み
が
、
自
民
党
政

権
で
は
説
明
文
書
か
ら
消
え
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。
こ
の
制
度
は
、
世
帯
全
体
の
所

得
を
把
握
し
た
う
え
で
、
そ
の
額
に
応
じ

て
家
族
が
負
担
す
る
医
療
や
介
護
な
ど
社

会
保
障
の
負
担
の
上
限
を
設
定
。
そ
れ
を

越
え
た
分
は
免
除
の
対
象
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
低
所
得
者
の
世
帯
に
対
応
し

た
キ
メ
細
か
な
社
会
保
障
が
可
能
と
な

る
。
し
か
し
、
税
と
社
会
保
障
で
は
世
帯

の
概
念
が
ず
れ
て
い
て
、
す
ぐ
に
制
度
が

調
整
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
検
討
が
中
断

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
役
所
の
そ

れ
ぞ
れ
の
都
合
で
で
き
て
い
る
制
度
を
、

国
民
を
主
役
に
し
た
目
線
で
ど
う
作
り
変

え
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
力
説
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
の
森
信

さ
ん
も
、
番
号
制
の
導
入
に
よ
っ
て
国
民

や
企
業
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
以
上
、

行
政
の
側
も
汗
を
流
す
べ
き
だ
が
、
霞
が

関
の
腰
は
な
か
な
か
重
い
と
指
摘
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
　
可

能
性
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
あ
る
と
い

う
。
た
と
え
ば
、
北
欧
や
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
記
入
済
み
申
告
制
度
」と
い
う
納
税
手

続
き
が
あ
る
と
い
う
。
公
的
機
関
が
持
つ

国
民
の
年
金
や
医
療
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
払
い
証
明
の
デ
ー
タ
を
年
１
回
、
各
個

人
に
戻
し
て
、
個
人
は
そ
れ
を
ま
と
め
て

税
務
当
局
に
申
告
す
る
仕
組
み
。
番
号
が

導
入
さ
れ
れ
ば
、
日
本
で
も
こ
の
便
利
な

仕
組
み
が
可
能
と
な
る
は
ず
だ
が
、
今
の

と
こ
ろ
役
所
の
動
き
は
鈍
い
。
そ
こ
で
、

生
命
保
険
会
社
や
銀
行
な
ど
、
民
間
企
業

の
持
つ
デ
ー
タ
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
メ

ー
ル
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
同

じ
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
説
明
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
可
能
性
を
強
調
し
た
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
竹
田
　
忠

榎え

並な
み

　利と
し

博ひ
ろ

　
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
席
研
究
員

番
号
導
入
で
国
の
在
り
方
見
直
せ

４
・
24（
金
）同
研
究
会
②「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
何
が
変
わ
る
の
か
」／
司

会
：
竹
田
忠
委
員
／
出
席
：
68
人
／
動
画

森も
り

信の
ぶ

　茂し
げ

樹き

　
中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
新
た
な
可
能
性
を

４
・
30（
木
）同
研
究
会
③「
資
産
は
ど
こ
ま
で
把
握
さ
れ
る
の
か
」／
司

会
：
竹
田
忠
委
員
／
出
席
：
64
人
／
動
画

坂さ
か

本も
と

　団ま
ど
か

　
弁
護
士
、
日
弁
連
情
報
問
題
対
策
委
員
会
委
員
長

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
重
大
な
危
機

４
・
20（
月
）研
究
会「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」①「
自
己
情
報
は
誰
の
も

の
か
」／
司
会
：
竹
田
忠
委
員
／
出
席
：
68
人
／
動
画

マイナンバー
その可能性と危険性
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東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
。
福
島

第
１
原
発
の
地
元
、
福
島
県
双
葉
郡

の
住
民
の
多
く
は
帰
還
の
め
ど
が
立

た
な
い
。
そ
の
原
発
か
ら
20
数
キ
ロ

の
広
野
町
で
、
１
５
２
人
の
１
期
生

を
迎
え
る
直
前
の
会
見
だ
っ
た
。

　
開
校
式
は
４
月
８
日
。
新
し
い
学

校
を「
双
葉
の
教
育
の
火
を
と
も
し

　
西
ア
フ
リ
カ
の
エ
ボ
ラ
の
流
行
に

対
応
す
る
た
め
昨
年
12
月
10
日
か
ら

３
月
10
日
ま
で
、
ガ
ー
ナ
の
首
都
ア

ク
ラ
に
本
部
を
置
く
国
連
エ
ボ
ラ
緊

急
対
応
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｅ

Ｒ
）に
日
本
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

　
医
師
免
許
を
持
つ
異
色
の
外
交
官
。
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
ト
ッ
プ
の
事
務
総
長
特
別
代

表
を
戦
略
面
か
ら
補
佐
し
た
。
本
部
勤
務
と
は
い
え
、
現

場
も
訪
れ
臨
機
応
変
の
判
断
を
行
う
。
治
療
セ
ン
タ
ー
で

シ
ー
ツ
や
モ
ッ
プ
が
何
よ
り
も
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た

情
報
は
現
場
に
身
を
置
か
な
い
と
見
過
ご
し
て
し
ま
う
。

　
ギ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
３
カ
国
の
流
行

は
４
月
29
日
現
在
、
感
染
者
２
万
６
２
７
７
人
、
死
者
１

万
８
８
４
人
。
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
は
医
療
分
野
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
だ

け
で
な
く
国
連
全
体
の
力
で
流
行
に
対
処
す
る
た
め
、
昨

年
秋
に
活
動
を
開
始
し
た
。
本
部
が
ア
ク
ラ
な
の
は
世
界

食
糧
計
画（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）の
物
資
輸
送
拠
点
だ
か
ら
だ
。

　
流
行
は
昨
年
春
か
ら
拡
大
し
、
秋
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し

た
。
会
見
時
点
で
は
１
週
間
の
患
者
発
生
が
３
カ
国
合
計

で
１
０
０
人
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
沈
静
化
し
て
き
た
が
、

油
断
は
で
き
な
い
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
初
期
対
応
能
力
な
ど
検
証

す
べ
き
課
題
も
多
く
、
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
は「
エ
ボ
ラ
の

経
験
を
忘
れ
な
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
。

企
画
委
員
　
産
経
新
聞
特
別
記
者
　
宮
田
　
一
雄

　
米
国
政
府
は
大
統
領
か
ら
一
般
の
公
務
員
ま
で
、
米
国

の
産
業
界
の
利
益
を
素
直
に
外
国
で
語
る
。経
済
・
ビ
ジ
ネ

ス
担
当
の
国
務
次
官
補
と
し
て
、
熱
心
に
米
国
の
強
み
で

あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
産
業
の
将
来
を
明
る
く
語
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
空
間
は
安
全
が
破
ら
れ
、
情
報
が
日
常
的
に
流

出
し
て
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。「
開
か
れ
誰
も

が
利
用
で
き
る
と
同
時
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る

こ
と
が
、
最
も
重
要
な
目
標
だ
」と
力
説
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
は
ア
イ
デ
ア
と
情
報
を
交

流
さ
せ
て
、
よ
り
よ
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

生
み
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ジ
タ
ル

時
代
を
牽
引
し
て
い
る
。
日
米
両
政

府
間
の
協
力
も
進
ん
で
い
る
。
今
回

の
来
日
も
世
界
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
人
者
が
集
っ

た
新
経
済
サ
ミ
ッ
ト（
新
経
済
連
盟
主
催
）に
米
国
代
表

と
し
て
参
加
す
る
目
的
だ
。

　
し
か
し
、
話
題
が
日
米
間
の
課
題
で
あ
る
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
転
ず
る
と
、
そ
の
意
義
を
強

調
す
る
一
方
で
、
妥
結
の
見
通
し
を
聞
か
れ
る
と
、「
近

づ
い
て
い
る
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
妥
結
の
前
提
と
な
る
貿
易
促
進
権
限（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）法
の

議
会
通
過
の
展
望
も
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
懸
案
で
あ
る
、
中
国
主
導
の
ア
ジ
ア
イ
ン

フ
ラ
投
資
銀
行（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）に
関
し
て
は
、
透
明
性
や

環
境
問
題
へ
の
配
慮
な
ど
を
挙
げ
て
、「
米
国
は
、
今
は

参
加
し
な
い
」と
い
う
公
式
見
解
を
繰
り
返
し
た
。

企
画
委
員
　
共
同
通
信
編
集
委
員
室
長
　
杉
田
　
弘
毅

丹た
ん

野の

　純じ
ゅ
ん

一い
ち

　
福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
校
長

南な
ん

郷ご
う

　市い
っ

兵ぺ
い

　
同
副
校
長

目
の
前
の
課
題
と
向
き
合
い

未
来
の
変
革
者
を
育
て
る

４
・
２（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
橋
本
五
郎
委
員
／
出
席
：
27
人
／
動
画

小こ

沼ぬ
ま

　士し

郎ろ
う

　
外
務
省
ア
フ
リ
カ
第
一
課
交
渉
官

エ
ボ
ラ
流
行
、
沈
静
化
の
成
果
見
え
る
も

油
断
は
禁
物

４
・
３（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
宮
田
一
雄
委
員
／
出
席
：
32
人
／
動

画

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ブ
キ
ン
　
ア
メ
リ
カ
国
務
次
官
補

産
業
界
の
利
益
は
雄
弁
　
一
方
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
︙

４
・
６（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
西
村
好
美
、

富
永
惠
子
／
出
席
：
81
人
／
動
画

続
け
た
い
と
い
う
願
い
、
先
進
的
教
育
を
実
現
し
た
い
と

い
う
思
い
、
復
興
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
子
ど
も
た
ち

に
芽
生
え
た
強
固
な
意
志
を
礎
に
し
た
学
校
」と
説
明
す

る
。
各
界
の
第
一
人
者
た
ち
も
授
業
を
作
り
、
文
部
科
学

省
が
検
討
中
の
新
し
い
教
育
も
先
取
り
す
る
か
ら
だ
。

　
40
代
の
校
長（
右
）と
30
代
の
副
校
長
の
コ
ン
ビ
が
目

指
す
の
は「
未
来
の
変
革
者
」の
育
成
だ
。
中
学
校
と
連

携
し
た
ふ
る
さ
と
創
造
学
で
地
域
を
考
え
、
原
子
力
防
災

研
究
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
の
前
の
課
題
と
向
き

合
い
、
国
内
外
で
の
研
修
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

も
磨
く
。

　
避
難
先
か
ら
寮
生
活
に
転
じ
た
生
徒
が
半
数
を
超
え

る
。「
仮
に
10
年
後
に
戻
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
で
社
会
の
変
革
者
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
」「
キ

ー
ワ
ー
ド
は
、失
敗
を
許
し
、挑
戦
を
後
押
し
す
る
教
育
」。

偉
大
な
決
意
表
明
に
拍
手
を
送
る
場
と
な
っ
た
。

読
売
新
聞
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
　
中
西
　
茂
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ア
ル
バ
ニ
ア
の
首
都
テ
ィ
ラ
ナ
か

ら
北
部
の
町
ク
ケ
ス
ま
で
、
コ
ソ
ボ

難
民
取
材
の
た
め
向
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
い
九
十

九
折
り
の
デ
コ
ボ
コ
道
を
、
借
り
上

げ
タ
ク
シ
ー
で
ほ
ぼ
半
日
。
驚
い
た
の
は
、
途
中
で
ト
ン

ネ
ル
が
１
つ
も
な
か
っ
た
こ
と
。
鎖
国
だ
っ
た
特
異
な
共

産
主
義
体
制
下
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
も
ろ
く
に
進
ま
な
か
っ

た
の
だ
。「
欧
州
の
最
貧
国
」を
実
感
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
16
年
。
伝
え
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
ま
れ
に
な

っ
た
が
、
経
済
再
建
は
は
か
ど
っ
て
い
る
の
か
。
会
見
で

印
象
深
か
っ
た
の
は
、
今
も
共
産
主
義
の
痕
跡
が
残
る
と

の
指
摘
だ
。
法
の
支
配
、
多
元
的
社
会
、
政
敵
と
理
解
し

妥
協
す
る
姿
勢
等
々
、
ま
だ
学
習
途
上
。
政
治
を「
ゼ
ロ
・

サ
ム
で
な
く
、
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
」と
捉
え
る
見

方
が
よ
う
や
く
生
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
と
い
う
。

　
経
済
特
区
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。
経
済
再
建
に
必
要

な
安
定
し
た
行
政
、
能
力
主
義
、
透
明
性
は
ま
だ
ま
だ
、

と
外
相
は
認
め
た
。
昨
年
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国
と
な
り
、

会
見
で
も
10
年
以
内
の
加
盟
目
標
を
口
に
し
た
が
、「
ス

ピ
ー
ド
が
足
り
な
い
。
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」。

欧
州
の
普
通
の
国
に
な
る
ま
で
ま
だ
道
遠
し
、
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
ア
ル
バ
ニ
ア
か
ら
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
ゲ

ス
ト
は
、
08
年
２
月
の
ベ
リ
シ
ャ
首
相
以
来
、
２
人
目
。

読
売
新
聞
編
集
委
員
　
三
好
　
範
英

　「
へ
そ
曲
が
り
。
嫌
い
な
の
は
権
力
」。
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

自
己
紹
介
に
そ
う
書
く
人
で
あ
る
。
会
見
を
聞
い
て
、
な

る
ほ
ど
、
と
思
っ
た
。

　
貧
困
や
格
差
が
な
ぜ
今
ご
ろ
、
世
界
的
に
課
題
に
な
っ

て
い
る
か
。
そ
の
理
由
を「
経
済
学
の
貧
困
」と
言
い
切

る
。
問
題
を
解
決
す
る
経
済
理
論
を
確
立
で
き
ず
、
実
践

的
な
解
決
策
も
提
言
で
き
な
か
っ
た
、
と
。

　
英
国
の
女
性
学
者
ジ
ョ
ー
ン
・
ロ

ビ
ン
ソ
ン
が「
経
済
学
の
危
機
」を

唱
え
た
１
９
７
０
年
代
。
日
本
で
は

公
害
問
題
、
米
国
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
よ
る
疲
弊
が「
成
長
志
向
の
経

済
」の
転
機
に
な
る
と
思
え
た
。
だ
が
、
相
次
い
で
起
き

た
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
石
油
危
機
が
、
古
い
路
線
へ
の

回
帰
に
カ
ジ
を
切
ら
せ
た
の
だ
、
と
い
う
。

　
台
頭
し
か
け
た「
成
長
よ
り
分
配
」は
影
を
ひ
そ
め
、

競
争
原
理
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
重
視
さ
れ
る
時
代
。
そ

し
て
政
府
に
近
づ
き
、
政
策
を
売
り
込
む「
堕
落
し
た
経

済
学
者
」が
大
き
な
顔
を
す
る
時
代
が
今
も
続
い
て
い

る
、
と
語
っ
た
。

　
批
判
と
反
省
だ
け
で
は
な
い
。
締
め
く
く
り
に
５
つ
の

提
言
も
あ
っ
た
。
き
れ
い
ご
と
と
片
づ
け
る
の
は
た
や
す

い
が
、
私
は
共
感
を
お
ぼ
え
た
。
詳
し
く
は
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
の
会
見
動
画
の
53
分
あ
た
り
か
ら
。

毎
日
新
聞
論
説
委
員
　
中
村
　
秀
明

　「
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
す
よ
り
、
安
保
理
の
中
に

（
非
常
任
理
事
国
と
し
て
）恒
常
的
に
い
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
い
か
」

　
安
保
理
改
革
を
考
え
る
時
、
日
本
は
何
を
一
番
重
視
す

べ
き
か
。イ
ラ
ク
で
は
大
量
破
壊
兵
器
査
察
団
の
広
報
官
、

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の
被
災
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
人
道

支
援
広
報
官
。
そ
し
て
国
連
事
務
局
広
報
官
と
し
て
約
30

年
に
及
ぶ
国
連
経
験
を
も
と
に
、
か
ね
て
の
持
論「
２
段

階
改
革
案
」に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

　
ま
ず
非
常
任
理
事
国
の
数
を
今
の

10
か
ら
16
に
増
や
し
安
保
理
の
包
括

的
な
見
直
し
を
行
う
。
日
本
は
恒
常

的
に
非
常
任
理
事
国
と
し
て
進
ん
で

貢
献
度
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
常
任
理
事

国
入
り
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
道
筋
を
描
く
。

　
こ
う
し
た
国
連
に
ま
つ
わ
る
提
言
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
新

著『
国
連
広
報
官
に
学
ぶ
問
題
解
決
力
の
磨
き
方
』に
ま

と
め
た
。
国
連
を
退
職
後
、
昨
春
か
ら
は
母
校
・
上
智
大

学
で
、国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
あ
た
る
。

　
内
向
き
と
い
わ
れ
る
日
本
の
若
者
の
感
想
は
？
と
尋
ね

ら
れ
、
こ
う
答
え
た
。「
日
本
の
大
学
生
の
レ
ベ
ル
は
、

か
な
り
低
い
。も
っ
と
進
ん
で
外
国
に
出
て
視
野
を
広
め
、

外
か
ら
日
本
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」。
先
駆
か
ら
の
厳
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
た
。

朝
日
新
聞
専
門
記
者（
防
衛
担
当
）　
谷
田
　
邦
一

デ
ィ
ト
ミ
ル
・
ブ
シ
ャ
テ
ィ
　
ア
ル
バ
ニ
ア
外
相

鎖
国
政
策
の
後
遺
症
、
今
も

「
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」

４
・
７（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
池
田

薫
／
出
席
：
31
人
／
動
画

高た
か

橋は
し

　伸の
ぶ

彰あ
き

　
立
命
館
大
学
教
授

求
め
ら
れ
る
「
経
済
学
の
貧
困
」
の
解
消

４
・
８（
水
）研
究
会「
現
代
日
本
の
貧
困
」⑤
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員

／
出
席
：
69
人
／
動
画

植う
え

木き

　安や
す

弘ひ
ろ

　
上
智
大
学
教
授

安
保
理
改
革
　

目
指
す
は
恒
常
的
な
非
常
任
理
事
国

４
・
９（
木
）研
究
会「
国
連
：
グ
ロ
ー
バ
ル
問
題
へ
の
対
応
と
課
題
」／

司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
出
席
：
36
人
／
動
画
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須す

田だ

　桃も
も

子こ

　
毎
日
新
聞
科
学
環
境
部
記
者

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞 

科
学
史
に
残
る
大
事
件

「
き
ち
ん
と
社
会
に
伝
え
た
か
っ
た
」

４
・
21（
火
）著
者
と
語
る『
捏
造
の
科
学
者
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
』／

司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
出
席
：
67
人

川か
わ

島し
ま

　真し
ん

　
東
京
大
学
大
学
院
教
授

歴
史
か
ら
見
え
て
く
る
中
国
の
対
日
姿
勢

４
・
24（
金
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」⑮
／
司
会
：

杉
山
祐
之
委
員
／
出
席
：
66
人
／
動
画

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
会

見
は
９
回
目
。
い
つ
も
な
が

ら
大
き
な
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を

交
じ
え
、
日
本
の
構
造
改
革

を
熱
く
語
っ
た
。
安
倍
晋
三

政
権
の
経
済
政
策「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」を
ひ
と
ま
ず
評
価

し
つ
つ
、
よ
り
中
長
期
の
日

　「
理
研（
理
化
学
研
究
所
）が
事
件
を
う
や
む
や
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
科
学
報
道
の
信
頼
が
落

ち
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
、
取
材
の
原
点
だ
っ
た
」

　
２
０
１
４
年
１
月
、
30
歳
の
女
性

研
究
者
が
主
役
と
な
っ
た
華
々
し
い

記
者
会
見
で
幕
を
開
い
た「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｐ
細
胞
」は
、
世
紀
の
大
発
見
と
言

わ
れ
た
が
、
論
文
写
真
の
偽
造
、
実

験
資
料
の
す
り
替
え
な
ど
の
事
実
が
明
る
み
に
出
て
、
21

世
紀
を
代
表
す
る
３
大
科
学
論
文
不
正
事
件
の
１
つ
と
な

っ
た
。
毎
日
新
聞
科
学
環
境
部
記
者
と
し
て
、
初
報
か
ら

の
取
材
経
過
を
ま
と
め
た
著
作『
捏
造
の
科
学
者
　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
』で
、
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
、

日
本
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
賞
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

　
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
ず
さ
ん
な
論
文
が
、
な
ぜ
世
に
出

た
か
、
ノ
ー
ベ
ル
受
賞
者
も
含
む
専
門
家
が
だ
ま
さ
れ
た

背
景
、
さ
ら
に
研
究
不
正
問
題
を
社
会
的
事
件
に
発
展
さ

せ
た
理
研
幹
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
失
敗
、
こ
れ
ら
の
経

緯
を
、
自
身
の
取
材
経
過
を
重
ね
な
が
ら「
科
学
史
に
残

る
大
事
件
。
新
聞
紙
面
で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

記
録
と
し
て
ま
と
め
、
社
会
に
伝
え
た
か
っ
た
」と
話
す
。

　
取
材
を
通
し
て
再
確
認
し
た「
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

の
大
切
さ
を
強
調
す
る
と
共
に
、「
い
つ
の
日
か＂
常
識

を
覆
す
〟本
物
の
大
発
見
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」と
結
ん
だ
。�

読
売
新
聞
出
身
　
小
出
　
重
幸

　
戦
後
70
年
間
の
日
中
関
係
史
に
つ
い
て
、
事
実
を
一
つ

ひ
と
つ
、
淡
々
と
積
み
上
げ
な
が
ら
、
中
国
の
対
日
姿
勢

の
背
景
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
み
せ
た
。

　
例
え
ば
歴
史
問
題
で
は
、
戦
後
の
漢
奸
裁
判
な
ど
か
ら

説
き
起
こ
し
た
。「
親
日
派
」を
民
族
の
裏
切
り
者
と
し

て
断
罪
し
た
裁
判
の
影
響
の
大
き
さ
に
納
得
す
る
。

　
改
革
開
放
を
進
め
た
鄧
小
平
氏
も
、「
経
済
は
日
本
に

学
ぶ
が
、
歴
史
は
忘
れ
な
い
」と
述
べ
た
と
い
う
。「
鄧

氏
は
親
日
、
江
沢
民
氏
は
反
日
」と
の
通
説
は「
誤
解
」だ

っ
た
か
。「
近
年
、
経
済
面
で
の
対
日
依
存
が
縮
小
し
、

残
っ
た
の
は
歴
史
」は
、
日
本
人
の
実
感
で
も
あ
る
。

　
戦
後
50
年
の
村
山
首
相
談
話
に
対

す
る
中
国
側
の
態
度
の
変
化
も
興
味

深
い
。
発
表
当
初
は
強
い
反
応
は
示

さ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
、
日
中
間

の「
共
通
の
言
語
」と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
と
い
う
。

　
安
倍
首
相
の
戦
後
70
年
談
話
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
０

年
代
以
降
、
日
本
で
の
歴
史
を
め
ぐ
る
議
論
が
中
国
に
拡

大
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、「
中
国
は
、
日
本
国
内
で

ど
ん
な
議
論
が
起
こ
る
か
を
注
視
し
て
い
る
」と
語
っ

た
。

　
会
場
か
ら
の
質
問
に
、「
歴
史
学
者
が
未
来
を
語
る
と
、

舌
を
抜
か
れ
る
」と
笑
っ
た
。
だ
が
会
見
は
、
未
来
へ
の

ヒ
ン
ト
も
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。

企
画
委
員
　
読
売
新
聞
論
説
委
員
　
杉
山
　
祐
之

ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長

２
０
１
５
年
版
対
日
審
査
報
告
書
発
表

構
造
改
革
、
次
は
政
府
の
出
番

４
・
15（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員
／
通
訳
：
長
井
鞠
子
、

安
達
裕
美
／
出
席
：
96
人
／
動
画

グリア事務総長（右）とジョーンズ
経済局日本・韓国課長

本
経
済
の
課
題
に
照
準
を
当
て
て
き
た
。

　「
15
歳
の
学
力
テ
ス
ト
で
日
本
は
常
に
ト
ッ
プ
で
、
研

究
開
発（
Ｒ
＆
Ｄ
）投
資
も
多
い
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ

日
本
の
労
働
生
産
性
は
低
い
の
か
」と
問
い
か
け
、「
起

業
率
が
低
い
」「
女
性
の
労
働
参
加
率
が
低
い
」な
ど
と
一

気
に
ま
く
し
た
て
た
。

　
最
大
の
懸
念
は
、
先
進
国
で
最
悪
の
日
本
の
財
政
事
情

だ
ろ
う
。
高
い
法
人
税
率
を
下
げ
な
が
ら「
消
費
税
率
を

10
％
に
上
げ
、
さ
ら
に
も
っ
と
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」と

直
言
し
た
。

　
多
く
の
先
進
国
で
は
、
中
央
銀
行
が
量
的
金
融
緩
和
政

策
を
導
入
し
て
い
る
一
方
で
、
政
府
に
よ
る
構
造
改
革
の

遅
れ
が
目
立
つ
。
グ
リ
ア
氏
は「
黒
田（
日
銀
総
裁
）さ
ん

は
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
金
融
政
策
に
は
限
界
は
あ

る
」。
次
は
政
府
の
出
番
、
と
い
う
の
が
安
倍
政
権
へ
の

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
ろ
う
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
　
瀬
能
　
繁
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北き
た

側が
わ

　一か
ず

雄お

　
公
明
党
副
代
表

公
明
党
は
歯
止
め
役
を
果
た
せ
た
か

４
・
27（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
星
浩
委
員
／
出
席
：
78
人
／
動
画

〈
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
夕
べ
〉

映
画
上
映
と
ワ
イ
ン
試
飲
会
　
２
つ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

　
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
限
定
容
認

に
伴
う
法
整
備
を
進
め
て
き
た
自

民
、
公
明
両
党
の
話
し
合
い
。
与
党

協
議
会（
座
長
＝
高
村
正
彦
自
民
党

副
総
裁
）の
下
で
座
長
代
理
を
務
め

た
公
明
党
の
北
側
副
代
表
が
登
壇
し
た
。「
平
和
の
党
」

を
自
認
す
る
公
明
党
が
、
法
律
作
り
で
ど
こ
ま
で「
歯
止

め
役
」を
果
た
せ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
政
権
離
脱
は
で
き

な
い
事
情
を
自
民
党
に
見
透
か
さ
れ
、
妥
協
を
重
ね
る

「
下
駄
の
雪
」だ
っ
た
の
か
。
北
側
氏
は「
国
会
承
認
な
ど

で
歯
止
め
役
は
果
た
せ
た
」と
胸
を
張
っ
た
が
、
今
後
の

公
明
党
の
対
応
を
見
極
め
な
い
と
、
結
論
は
出
せ
な
い
。

　
北
側
氏
は
独
自
に
作
成
し
た「
安
保
法
制
の
全
体
像
」

と
い
う
資
料
を
配
布
。「
国
民
の
生
命
、
自
由
、
幸
福
追

求
権
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
」と
い
っ
た
武

力
行
使
の
新
３
要
件
を
柱
と
す
る
法
改
正
案
を
丁
寧
に
説

明
し
た
。弁
護
士
な
ら
で
は
の
緻
密
な
論
理
展
開
で
あ
る
。

今
回
の
法
整
備
の
背
景
に
は
、
中
国
の
軍
拡
、
米
国
の
影

響
力
の
相
対
的
低
下
と
い
う
安
全
保
障
環
境
の
大
き
な
変

化
が
あ
る
と
い
う
。
今
回
ま
と
め
た
安
保
法
制
は
与
党
の

結
論
で
あ
り
、
国
会
で
の
十
分
な
審
議
を
期
待
し
た
い
、

と
も
語
っ
た
。

　
成
立
を
急
ぐ
安
倍
首
相
や
自
民
党
に
対
し
て
、
中
身
の

あ
る
国
会
論
戦
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
。「
歯
止
め
役
」

公
明
党
が
試
さ
れ
る
場
面
は
な
お
続
く
。

企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員
　
星
　
浩

　
昨
年
10
月
、
マ
ル
グ
ヴ
ェ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ

大
統
領
が
来
日
し
、
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見

し
た
こ
と
が
契
機
で
実
現
し
た
。
そ
の
時

点
で
、「
グ
ル
ジ
ア
」か
ら「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」

へ
の
国
名
表
記
の
変
更
法
案
が
、
今
国
会

に
提
出
さ
れ
る
の
を
外
務
省
や
大
使
館
の

担
当
者
か
ら
聞
い
て
い
た
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
る
意
図
は
あ
っ
た
が
、

会
合
当
日
が
、
国
名
変
更
施
行
日
に
な
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
ジ
ョ
ー
ジ
ア
出
身
の
関
取
・
臥が

牙が

丸ま
る

さ
ん（
前
頭
六
枚
目
）が
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
の
も
う
れ
し
い

サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ
た
。
ワ
イ
ン
会
で
の
乾

杯
の
発
声
を
お
願
い
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア

で
は
、「
ガ
ウ
マ
ル
ジ
ョ
ス
」と
言
っ
て
祝

杯
す
る
と
い
う
。
勝
利
を
意
味
し
、
そ
の

後
に「
平
和
」と
か
具
体
的
な
こ
と
ば
を

加
え
る
の
が
一
般
的
、
と
ツ
ィ
ン
ツ
ァ
ゼ

大
使
は
い
う
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の

国
名
が
早
く
定
着
す
る
よ
う
に
祈
念
し
、

ガ
ウ
マ
ル
ジ
ョ
ス
！�

（
石
川
洋
）

【
４
・
22（
水
）出
席
：
１
４
７
人
】

　
グ
ル
ジ
ア
映
画
を
見
る
機
会
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
東

京
で
上
映
中
の『
あ
の
日
の
声
を
探
し
て
』は
、
フ
ラ
ン

ス
と
の
合
作
で
は
あ
る
が
、グ
ル
ジ
ア
の
作
品
で
も
あ
る
。

『
コ
ー
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
』（
ギ
オ
ル
ギ
・
オ
ヴ
ァ
シ
ヴ
ィ
リ

監
督
）は
昨
年
10
月
の
東
京
国
際
映
画
祭
で
紹
介
さ
れ
た
。

　
１
９
８
０
年
代
に
グ
ル
ジ
ア
が
独
立
す
る
際
、
国
の
最

西
端
に
位
置
す
る
ア
ブ
ハ
ジ
ア
自
治
共
和
国
と
の
間
で
緊

張
が
生
じ
た
。
一
方
、
大
コ
ー
カ
サ
ス
を
源
流
と
す
る
エ

ン
グ
リ
川
は
、
氷
河
の
雪
解
け
水
な
ど
と
重
な
り
と
き
に

凶
暴
に
な
る
。
お
か
げ
で
肥
沃
な
土
砂
を
運
び
中
洲
を
形

成
す
る
。
映
画
は
こ
の
中
洲
が
舞
台
に
な
る
。

　
老
人
が
小
屋
を
建
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
る
。
孫

娘
が
手
伝
う
。
娘
の
両
親
は
死
ん
だ
。
い
き
さ
つ
は
語
ら

れ
な
い
。
春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
過
ぎ
、
作
物
は
実
る
。

あ
る
日
、畑
の
中
に
傷
つ
い
た
若
い
兵
士
が
倒
れ
て
い
た
。

じ
い
さ
ん
は
傷
の
手
当
て
を
施
し
、
若
者
は
元
気
を
取
り

戻
す
。
２
人
だ
け
の
世
界
に
現
れ
た
若
者
に
、
娘
は
関
心

を
示
す
。
だ
が
、
若
者
は「
ア
ブ
ハ
ズ
語
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
。
じ
い
さ
ん
は
若
者
を
追
い
出
す
。
あ
る
日
嵐
が

や
っ
て
き
て
、
濁
流
が
小
さ
な
島
を
の
み
こ
み
、
じ
い
さ

ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

　
映
画
は
人
間
の
根
源
的
な
生
き
方
を
描
く
。
争
い
に
は

背
を
向
け
る
。
セ
リ
フ
は
５
つ
か
６
つ
の
カ
ッ
ト
で
し
か

使
わ
れ
な
い
。
カ
メ
ラ
は
絵
画
的
で
さ
え
あ
る
。

　
映
画
の
あ
と
ワ
イ
ン
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
グ
ル
ジ
ア
ワ

イ
ン
は
世
界
最
古
と
い
わ
れ
る
。
甘
さ
と
芳
香
に
酔
う
。

こ
の
日
、４
月
22
日
、日
本
政
府
は
国
名
を
グ
ル
ジ
ア
か
ら

ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
す
る
と
決
め
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
・
ツ
ィ
ン
ツ

ァ
ゼ
特
命
全
権
大
使
は「
う
れ
し
い
こ
と
だ
」と
語
っ
た
。

読
売
新
聞
出
身
　
西
島
　
雄
造

｢ワインの真珠｣ともいわれるジョージアワインを楽しむ
会員　臥牙丸関、ツィンツァゼ大使とも話が弾んだ

■
上
映
会「
コ
ー
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」

　
　
　
人
間
の
根
源
的
な
生
き
方
描
く
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天
皇
、
皇
后
両
陛
下
　
パ
ラ
オ
訪
問�

伊
井

　健
太（
テ
レ
ビ
朝
日
）

綱
渡
り
の
現
場

　
　
次
々
に
予
想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
が

　
４
月
９
日
、
私
は
太
平
洋
戦
争
に
お
け

る
パ
ラ
オ
共
和
国
の
激
戦
地
・
ペ
リ
リ
ュ

ー
島
に
い
た
。「
忘
れ
去
ら
れ
た
戦
い
」

か
ら
70
年
が
た
っ
た
島
。気
温
30
度
、湿
度

70
％
と
い
う
厳
し
い
気
象
条
件
の
下
、
天

皇
、皇
后
両
陛
下
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。

前
乗
り
後
も
現
地
で
調
整
続
く

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
刺
し
身
、て
ん
ぷ
ら
。

今
も
な
お
日
本
の
面
影
が
残
る
パ
ラ
オ
で

２
週
間
の
滞
在
中
に
出
合
っ
た
も
の
だ
。

し
か
し
、順
調
だ
っ
た
の
は
食
事
だ
け
で
、

取
材
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
。
両
陛
下

が
巡
視
船
に
泊
ま
り
、
島
々
を
移
動
さ
れ

る
と
い
う
異
例
の
行
程
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
訪
問
１
週
間
前
に
な
っ
て
も
詳
し
い

取
材
設
定
が
決
ま
ら
ず
、
現
地
で
取
材
の

合
間
に
調
整
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
慌
た

だ
し
さ
だ
っ
た
。

ま
た
今
回
は
テ
レ
ビ
朝
日
が
映
像
取
材

と
、
本
島
か
ら
の
素
材
伝
送
に
つ
い
て
幹

事
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
訪
問
が
戦
後
70
年
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
重
責
を
感
じ
て
社

内
各
部
署
総
動
員
で
準
備
を
進
め
た
。

紫
外
線
量
は
日
本
の
７
倍
と
い
う
。
遺

骨
収
集
で
何
度
も
訪
れ
て
い
る
人
が「
メ

デ
ィ
ア
も
熱
中
症
で
倒
れ
る
人
が
必
ず
出

る
」と
い
う
ほ
ど
日
差
し
は
厳
し
い
。
何

度
も
ス
コ
ー
ル
の
直
撃
を
受
け
た
。
炎
天

下
に
重
い
機
材
を
背
負
い
、
雨
を
気
に
し

な
が
ら
の
取
材
だ
っ
た
。

代
表
カ
メ
ラ
マ
ン
が
成
田
で
足
止
め

取
材
や
連
絡
の
生
命
線
で
あ
る
通
信
事

情
は
、
お
世
辞
に
も
良
い
と
は
言
え
ず
、

不
安
が
つ
き
ま
と
っ
た
。
通
信
シ
ス
テ
ム

は
両
陛
下
の
訪
問
に
間
に
合
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
更
新
さ
れ
て
い
た
。
４
カ
月
前
に

事
前
取
材
し
た
時
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い

て
、
両
陛
下
の
到
着
３
日
前
に
携
帯
電
話

を
調
達
し
直
す
な
ど
、
手
続
き
に
追
わ
れ

た
。
ま
た
、
中
継
の
テ
ス
ト
映
像
に
は
、

ノ
イ
ズ
が
入
っ
て
し
ま
う
。
現
地
で
調
達

し
た
発
電
機
の
不
安
定
な
電
圧
が
原
因
と

分
か
り
、
新
し
い
発
電
機
を
求
め
、
パ
ラ

オ
国
中
の
雑
貨
店
を
探
し
歩
く
こ
と
に
な

っ
た
。

何
よ
り
焦
っ
た
の
は
、
代
表
取
材
に
あ

た
る
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
の
出
発
便
が
機
体
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
成
田
で
足
止
め
さ
れ

た
こ
と
だ
。
映
像
取
材
が
で
き
な
い
と
い

う
最
悪
の
事
態
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
も
は

や
、
両
陛
下
訪
問
当
日
の
未
明
に
パ
ラ
オ

に
滑
り
込
む
唯
一
の
便
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
に
託
す
し
か
な
か
っ
た
。
現
地
で
ひ
た

す
ら
電
話
を
握
り
し
め
て
待
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
ま
さ
に
そ
の
人
数
分
だ
け
キ
ャ
ン

セ
ル
が
出
た
と
連
絡
が
来
た
。
本
当
に
胸

を
な
で
お
ろ
し
た
。

両
陛
下
訪
問
の
前
夜
に
も
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
。
住
民
が
整
え
た
慰
霊
碑

周
辺
の
砂
を
メ
デ
ィ
ア
が
踏
み
荒
ら
し
た

と
知
事
が
激
怒
し
、「
入
場
制
限
す
る
」

と
通
告
し
て
き
た
の
だ
。
取
材
中
は
、
で

き
る
だ
け
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
期
に
及
ん
で
は
そ

ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
交
渉

に
進
展
は
な
く
、暑
さ
と
ス
コ
ー
ル
の
音
、

不
安
で
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た
。

両
陛
下
の
到
着
の
４
時
間
も
前
に
現
地

を
確
認
し
、
開
放
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て

ホ
ッ
と
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の「
戦
後
70
年
」

バ
ス
か
ら
降
り
た
両
陛
下
は
、
ゆ
っ
く

り
と
歩
を
進
め
、
美
し
い
海
を
臨
む
碑
に

深
く
一
礼
さ
れ
た
。
時
折
、
目
の
前
の
岩

に
大
き
な
波
が
寄
せ
る
音
が
す
る
だ
け

の
、
静
か
な
20
分
だ
っ
た
。

か
ね
て
南
太
平
洋
の
島
々
を
訪
れ
戦
没

者
の
慰
霊
を
希
望
さ
れ
て
い
た
と
い
う
両

陛
下
が
、
こ
の
時
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
の

か
は
忖
度
す
る
し
か
な
い
。

私
は
目
の
前
に
広
が
る
光
景
に
接
し
、

両
陛
下
が
70
年
前
に
疎
開
生
活
を
送
っ
た

と
い
う
個
人
的
な
経
験
や
、
そ
の
後
も
繰

り
返
さ
れ
て
い
る「
慰
霊
の
旅
」の
歴
史

を
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
視
聴
者

が
自
分
な
り
の「
戦
後
70
年
」を
考
え
る

機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願
っ
た
。

社
会
か
ら「
忘
れ
去
ら
れ
た
」と
語
る

90
歳
を
超
え
た
生
還
兵
や
遺
族
の
無
念
さ

を
知
り
、
自
分
に
つ
な
が
る
人
た
ち
の
70

年
前
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
平
和
な
社
会

を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
て
き
た
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
と
思
う
。
私
も
戦
争
を
知
ら
な
い
。
祖

父
が
出
征
し
た
が
、
ど
の
戦
地
に
赴
い
た

の
か
分
か
ら
な
い
。
両
親
も
戦
後
間
も
な

い
こ
ろ
に
生
を
受
け
、
ど
う
歩
ん
で
き
た

の
か
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
取
材
は
放
送
上
の
事
故
も
な

く
、
全
員
が
無
事
に
帰
国
し
た
。
取
材
の

中
で
感
じ
た
こ
と
を
、
い
つ
か
は
消
え
る

こ
の
腕
時
計
の
日
焼
け
痕
の
よ
う
に
な
ら

な
い
よ
う
記
憶
に
と
ど
め
て
い
き
た
い
。

い
い
・
け
ん
た
▼
2
0
0
7
年
入
社
　
カ
イ
ロ

特
派
員
　
警
視
庁
担
当
を
経
て
　
13
年
か
ら
宮

内
庁
担
当

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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普
天
間
問
題
菅
・
翁
長
会
談

「
上
か
ら
目
線
」「
政
治
の
堕
落
だ
」

―
。
本
土
と
は
全
く
異
な
る
戦
後
70
年

の
歴
史
を
歩
ん
だ
沖
縄
県
民
の
怒
り
が

乗
り
移
っ
た
か
の
よ
う
な
翁
長
雄
志
沖

縄
県
知
事
の
激
し
い
言
葉
に
、
菅
義
偉

官
房
長
官
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
４
月

５
日
の
両
氏
の
初
会
談
。
新
聞
各
紙
は

「
平
行
線
」
と
見
出
し
を
取
っ
た
が
、

実
際
に
は
翁
長
氏
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ

の
は
間
違
い
な
い
。

知
事
就
任
か
ら
会
談
ま
で
約
４
カ
月

も
か
か
っ
た
の
は
、
菅
氏
の
翁
長
氏
へ

の
強
い
不
信
感
に
他
な
ら
な
い
。
か
つ

て
自
民
党
沖
縄
県
連
幹
事
長
ま
で
務
め

た
翁
長
氏
を「
辺
野
古
移
設
容
認
派
だ

っ
た
の
に
、
知
事
に
な
り
た
く
て
転
向

し
た
」と
見
な
し
て
い
た
。
た
だ
翁
長

氏
の
話
を
聞
か
な
い
の
は
、
翁
長
氏
を

選
ん
だ
県
民
の
話
を
聞
か
な
い
の
と
同

義
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
こ
を
菅
氏
は
見

誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

仮
に
早
期
に
会
談
が
実
現
し
て
い
て

も
、
菅
氏
に
は
翁
長
氏
を
説
得
で
き
る

材
料
は
な
か
っ
た
。
米
軍
普
天
間
飛
行

場
返
還
の
日
米
合
意
か
ら
19
年
間
。
地

元
で
反
対
運
動
が
起
こ
る
と
日
本
政
府

は
動
き
を
止
め
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
時

間
を
浪
費
し
て
き
た
と
の
忸
怩
た
る
思

な
話
は
日
本
の
国
の
政
治
の
堕
落
で
は

な
い
か
」と
厳
し
い
言
葉
を
使
っ
た
。

沖
縄
問
題
は
歴
史
の
上
で
語
ら
な
け

れ
ば
、
理
解
が
難
し
い
。
例
え
ば
、
基

地
近
く
の
集
落
入
り
口
に
使
用
済
み
爆

弾
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
古
老
の

男
性
が「
集
落
に
米
兵
が
入
っ
た
ら
棒

で
た
た
い
て
知
ら
せ
た
」と
教
え
て
く

れ
た
。
米
軍
政
下
の
時
代
、
ジ
ー
プ
に

乗
っ
た
米
兵
が
女
性
を
さ
ら
う
事
件
が

相
次
ぎ
、
青
年
ら
が
自
警
団
を
つ
く
っ

た
と
い
う
。

県
内
で
米
兵
に
よ
る
事
件
が
発
生
す

る
と
、地
元
メ
デ
ィ
ア
は
大
き
く
扱
う
。

本
土
メ
デ
ィ
ア
の
中
に
は「
日
本
人
が

容
疑
者
の
時
と
比
べ
、
扇
情
的
だ
」と

冷
や
や
か
な
目
が
あ
る
。
た
だ
、
お
ぞ

ま
し
い
記
憶
を
た
ど
り
、
戦
後
70
年
の

今
を〝
線
〟で
捉
え
る
と
、
そ
の
温
度

差
や
肌
感
覚
の
違
い
に
気
付
く
の
で
は

な
い
か
。
翁
長
氏
の
狙
い
も
そ
こ
に
あ

っ
た
と
考
え
る
。

「
振
興
策
は
い
ら
な
い
か
ら
、
基
地

を
返
し
て
ほ
し
い
」。
翁
長
氏
が
覚
悟

を
語
り
、
続
け
る
言
葉
が
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
甘
え
て
い
る
の
は
沖
縄

か
、
本
土
か
―
。

に「
工
事
を
粛
々
と
進
め
る
」と
言
い
切

っ
た
の
は
、
菅
氏
な
り
の
責
任
感
だ
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
を「
上
か
ら
目
線
」と
批

判
さ
れ
た
。

菅
氏
は
、
昨
年
９
月
の
内
閣
改
造
で
自

ら
基
地
負
担
軽
減
担
当
相
に

志
願
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
移
転
や
米
軍
基
地
返
還
の

前
倒
し
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
会
談
で
も「
や
れ
る
こ

と
は
全
て
や
る
」と
ア
ピ
ー

ル
し
た
も
の
の
、
翁
長
氏
に

は
ほ
と
ん
ど
響
い
て
い
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
も
両
氏
の
す

れ
違
い
を
強
く
感
じ
た
。

菅
・
翁
長
会
談
か
ら
12
日

後
、
予
想
を
裏
切
る
ス
ピ
ー

ド
で
、
安
倍
・
翁
長
会
談
が

実
現
し
た
。
翁
長
氏
は「
辺

野
古
反
対
」を
再
び
訴
え
つ

つ
対
話
継
続
の
考
え
で
一
致
。
菅
氏
と
の

会
談
時
に
比
べ
て
抑
制
的
な
対
応
だ
っ
た

と
さ
れ
る
。
国
と
沖
縄
は
よ
う
や
く
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
が
、
本
当
の
話
し

合
い
は
こ
れ
か
ら
だ
。

い
が
あ
る
。「
最
低
で
も
県

外
」と
掲
げ
な
が
ら
迷
走
し

た
民
主
党
政
権
を
反
面
教
師

菅
義
偉
官
房
長
官
と
会
談
し
た
翁
長
雄

志
沖
縄
県
知
事
の
狙
い
に
つ
い
て
、
私
は

翌
朝
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に「
本
土
と
の
温

度
差
や
肌
感
覚
の
違
い
を
、
沖
縄
の
歩
ん

で
き
た
歴
史
か
ら
解
き
明
か
し
、
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
国
民
に（
辺
野
古
反
対
の
）

理
解
を
求
め
た
」と
書
い
た
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場
返
還
に
伴
い
、
同

じ
県
内
の
名
護
市

辺
野
古
に
新
基
地

を
建
設
す
る
計
画

に
翁
長
氏
は
反
対

を
訴
え
て
い
る
。

菅
氏
は
会
談
で
、

市
街
地
の
真
ん
中

に
あ
る
普
天
間
の

危
険
除
去
と
、
日

米
同
盟
の
抑
止
力

維
持
に
は「
辺
野

古
し
か
な
い
」と

計
画
の
必
要
性
を

説
い
た
。

菅
氏
が
目
の
前

の
問
題
解
決
の
た
め
に
時
間
軸
を〝
点
〟

で
捉
え
た
の
に
対
し
、
翁
長
氏
は〝
線
〟

で
説
明
を
始
め
た
。

集
落
や
畑
の
点
在
す
る
土
地
を
70
年
前

の
沖
縄
戦
で
軍
事
占
領
し
、
造
成
し
た
の

が
普
天
間
飛
行
場
。「
自
ら
奪
っ
て
お
い

て
、
危
険
を
除
去
す
る
た
め
に
沖
縄
が
負

担
し
ろ
、
嫌
な
ら
代
替
案
を
出
せ
。
そ
ん

スタートラインについたばかり　鈴木　洋志（共同通信社）

甘えているのは沖縄か本土か　福元　大輔（沖縄タイムス社）

ふ
く
も
と
・
だ
い
す
け
▼
２
０
０
３
年
７
月
入

社
　
14
年
３
月
か
ら
県
政
担
当

す
ず
き
・
ひ
ろ
し
▼
１
９
９
８
年
入
社
　
２
０

０
７
年
か
ら
政
治
部

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

菅官房長官（左）と翁長沖縄県知事の初会談を
取材陣が囲む（４月５日／沖縄タイムス社提供）
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内
に
あ
る
か
ら
だ
。

■
国
が
責
任
負
う｢

基
幹
事
業｣

と
は

　
発
端
は
３
月
。
報
道
各
社
の
合
同
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
竹
下
亘
復
興
相
の
発

言
だ
っ
た
。
国
費
に
よ
る
全
額
支
援
に
つ

い
て「
全
て
続
け
る
の
は
難
し
い
と
思

う
」と
語
っ
た
。
さ
ら
に「
全
て
国
に
委

ね
る
姿
勢
で
い
い
の
か
。
市
町
村
も
県
も

自
立
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
続
け
た
。

　
地
方
に
一
部
負
担
を
求
め
る
発
言
に
、

集
中
復
興
期
間
の
延
長
を
求
め
て
い
た
被

災
地
に
困
惑
が
広
が
っ
た
。「
わ
ず
か
な

負
担
で
も
財
政
危
機
に
陥
る
」「
必
要
な
事

業
が
で
き
な
く
な
る
」。
反
発
の
声
が
上

東日本大震災から4 年2カ月 被災地はい ま

み
や
か
わ
・
さ
と
し
▼
２
０
０
４
年
入
社
　
13

年
か
ら
東
京
支
社

被災地通信33岩手県　｢集中復興期間｣の行方

地方負担に困惑　
「自立」まだ早い
宮川　哲（岩手日報社）

かさ上げ工事が続く釜石市片岸町。復興はまだ
道半ばだ（岩手日報社提供）

　
２
兆
２
千
億
円
―
。
岩
手
県
が
２
０
１

６
年
度
以
降
に
必
要
と
試
算
し
た
復
興
予

算
の
額
だ
。
復
興
の
歩
み
は
５
年
目
に
入

っ
た
が
、
住
ま
い
の
再
建
や
経
済
の
再
生

は
道
半
ば
。
岩
手
県
で
は
災
害
公
営
住
宅

で
さ
え
、
来
年
３
月
ま
で
に
完
成
す
る
の

は
全
体
の
６
割
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
ん
な
被
災
地
で
今
、「
自
立
」を
め

ぐ
る
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
国
が
定
め
た

集
中
復
興
期
間（
震
災
か
ら
５
年
間
）が

終
わ
る
の
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
全
額
国
費

で
賄
っ
て
き
た
復
興
事
業
を
一
部
見
直

し
、
地
方
に
負
担
を
求
め
る
動
き
が
政
府

が
る
中
、
竹
下
復
興
相
は
４
月
中
旬
に
被

災
３
県
を
訪
れ
、
市
町
村
長
と
意
見
交
換

す
る
場
を
持
っ
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
の
が
岩
手
県
釜
石
市
。

被
災
13
市
町
村
の
首
長
に
向
け
て
、
復
興

相
が
語
っ
た
の
は
大
き
く
２
つ
。
▽
集
中

復
興
期
間
後
の
５
年
間（
16
～
20
年
度
）

の
枠
組
み
や
財
源
を
６
月
末
ま
で
に
決
め

る
▽
公
営
住
宅
や
高
台
へ
の
宅
地
造
成
、

心
の
ケ
ア
や
応
援
職
員
の
派
遣
と
い
っ
た

「
基
幹
的
な
事
業
」は
16
年
度
以
降
も
全

額
国
費
負
担
を
継
続
す
る
―
。

　
基
幹
的
な
部
分
は
国
が
責
任
を
持
つ
と

の
発
言
に
安
心
感
を
抱
い
た
首
長
が
い
た

一
方
で
、「
基
幹
的
な
事
業
」の
詳
細
は

示
さ
れ
ず
被
災
地
に
懸
念
が
残
っ
た
。
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
被
害
が
大
き
く
復
興

が
遅
れ
て
い
る
地
域
ほ
ど
反
発
の
声
が
大

き
か
っ
た
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
岩
手
県
大
槌
町
。
人
口
は
１
万

２
千
人
ほ
ど
。
町
中
心
部
が
津
波
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、税
収
が
減
少
。

「
復
興
予
算
だ
け
で
３
８
０
億
円
あ
る
が
、

町
税
収
入
は
９
億
円
し
か
な
い
。
こ
れ
で

自
立
と
言
わ
れ
て
も
︙
」。
元
国
交
官
僚

の
大
水
敏
弘
副
町
長
は
町
の
厳
し
い
現
状

を
訴
え
る
。復
興
予
算
の
原
資
は
税
金
だ
。

使
途
の
厳
格
化
は
当
然
だ
し
、
国
の
深
刻

な
財
政
事
情
も
分
か
る
。
た
だ「
選
択
と

集
中
」を
図
る
べ
き
は
、
こ
う
し
た
被
災

地
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

■
普
通
の
暮
ら
し
取
り
戻
し
た
い
だ
け

　
政
府
は
国
費
に
よ
る
全
額
負
担
を「
異

例
中
の
異
例
の
措
置
」と
言
う
。
被
災
自

治
体
に
応
分
の
負
担
を
求
め
た
阪
神
大
震

災
や
中
越
地
震
と
の
整
合
性
を
問
う
声
も

あ
る
。
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波

が
襲
っ
た
の
は
、
過
疎
や
人
口
減
が
進
む

海
沿
い
の
小
さ
な
ま
ち
だ
。
過
去
の
災
害

と
は
被
害
の
状
況
も
、
自
治
体
の
財
政
力

も
違
う
。

　
阪
神
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
た
兵

庫
県
は
、
20
年
が
た
っ
た
今
も
震
災
関
連

の
県
債
残
高
が
４
千
億
円
を
超
え
、
年
間

の
公
債
費
が
約
６
０
０
億
円
と
重
い
借
金

を
抱
え
る
。
そ
の
状
況
を
岩
手
県
に
置
き

換
え
た
と
き
に「
復
興
後
」の
将
来
に
不

安
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
基
幹
産
業
と
な
る
１
次
産
業
へ
の
逆

風
、
中
央
へ
の
人
口
流
出
な
ど
東
北
が
抱

え
る
悩
み
は
深
刻
だ
。
復
興
し
て
も
財
政

の
硬
直
化
が
進
み
有
効
な
施
策
を
打
て
な

い
状
況
で
あ
れ
ば
、
地
方
は
国
に
見
捨
て

ら
れ
た
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
被
災
者
は
立
派
な
道
路
や
建
物
が
欲
し

い
わ
け
で
は
な
い
。た
だ
、暮
ら
し
を
取
り

戻
し
た
い
だ
け
だ
。
こ
う
し
た
声
に
応
え

る
こ
と
こ
そ
、政
治
の
役
割
で
は
な
い
か
。
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な
ん
と
懐
か
し
い
シ
ー
ン
が
収
め
ら
れ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
な
の
だ
ろ

う
。
１
９
６
５
年
夏
、
米
海
兵
隊
員
が
中

部
ベ
ト
ナ
ム
の
村
で
、
わ
ら
の
屋
根
に
ラ

イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
て〝
ベ
ト
コ
ン
〟の

農
家
を
焼
く
記
事
は
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー

チ
ミ
ン
）で
執
筆
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
参
加
し
た
帰
還
兵
の
反
戦
デ
モ
で
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
議
事
堂
に
勲
章
を
投
げ
返
す

シ
ー
ン
は
、
71
年
４
月
、
現
場
で
取
材
し

写
真
も
撮
っ
て
い
る
。

　「
ハ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
イ
ン
ズ
」は

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
の
１
年
前
、
74
年
に

製
作
さ
れ
た
。私
に
と
っ
て
こ
の
映
画
は
、

歴
史
の
ね
じ
を
半
世
紀
近
く
も
巻
き
戻
し

て
く
れ
る
も
の
だ
。
21
世
紀
の
今
、
こ
の

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
映
画
が
長
い
期
間
を
経
て

日
本
で
ほ
と
ん
ど
初
め
て
と
い
っ
て
も
い

い
形
で
上
映
さ
れ
る
意
義
は
、
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。

　
１
９
５
０
年
代
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
南
ベ

ト
ナ
ム
の
農
村
で
ゲ
リ
ラ
戦
と
し
て
始
ま

っ
た
こ
の
戦
争
は
、
米
軍
の
軍
事
顧
問
の

参
加
、
60
年
代
半
ば
か
ら
の
大
規
模
な
米

戦
闘
部
隊
の
派
遣
、
そ
し
て
激
し
い
北
ベ

ト
ナ
ム
爆
撃
と
い
う
形
で
推
移
し
た
。
正

規
軍
と
正
規
軍
が
戦
う
第
２
次
世
界
大
戦

や
朝
鮮
戦
争
と
は
異
な
る
ゲ
リ
ラ
戦
を
強

い
ら
れ
た
米
国
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を

試
み
た
。
映
画
の
題
に
な
っ
て
い
る「
ハ

ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
イ
ン
ズ
」の
ハ
ー
ツ

は「
情
緒
的
な
心
」で
あ
り
、
マ
イ
ン
ズ

は「
理
性
的
な
心
」を
指
す
。

　
静
か
に
農
作
業
す
る
農
民
、
そ
こ
に
不

意
に
現
れ
る
米
兵
。
米
国
は
こ
の
農
民
の

心
を
つ
か
め
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
い
か

け
る
形
で
、
こ
の
映
画
は
始
ま
る
。
映
画

の
中
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
統
領
も
ベ
ト
ナ

ム
人
の「
ハ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
イ
ン
ズ
」

を
つ
か
ま
ね
ば
、
こ
の
戦
争
に
は
勝
て
な

い
と
述
べ
て
い
る
。

　
映
画
は
政
府
系
、
反
戦
系
双
方
の
多
く

の
人
物
の
コ
メ
ン
ト
と
映
像
か
ら
、
結
局

は
農
民
の
心
を
つ
か
む
日
が
来
る
こ
と
は

な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ
う
と
は
言
わ
ず
に

雄
弁
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
製
作
さ
れ

た
74
年
は
、
米
戦
闘
部
隊
が
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
去
り
、
い
わ
ゆ
る「
ベ
ト
ナ
ム
化
」政

策
で
主
役
を
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
軍
に
委
ね

た
後
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
南
ベ
ト
ナ
ム

政
府
側
が
北
ベ
ト
ナ
ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム
解

放
戦
線
に
勝
つ
見
込
み
が
消
え
つ
つ
あ
る

時
期
だ
っ
た
。

　
こ
の
映
画
が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
長

編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
賞
を
受
賞
し

た
の
は
、
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
し
た
75
年
で

あ
り
、
そ
れ
か
ら
40
年
が
経
過
し
た
。
こ

の
間
、
世
界
は
大
き
く
変
わ
り
、
米
ソ
の

冷
戦
構
造
は
崩
壊
し
、
南
シ
ナ
海
で
の
中

国
と
の
対
立
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
は
米
国
と
の

関
係
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
こ
の
４
月
に
は

両
国
外
交
関
係
樹
立
20
周
年
も
記
念
し

て
、
米
国
の
沿
岸
戦
闘
艦
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー

ス（
艦
長
は
ベ
ト
ナ
ム
系
米
人
）が
ダ
ナ

ン
港
を
訪
れ
て
い
る
。

　
目
を
少
し
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
転
ず
れ
ば
、

米
国
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
戦
争
の
現

場
は
主
に
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
に
移
っ
た
。

イ
ラ
ク
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
戦
争
で
、

米
国
の
戦
い
は
よ
り
ハ
イ
テ
ク
化
、
無
人

化
し「
ハ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
イ
ン
ズ
」

が
呪
文
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
時
代
で

は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
40
年
で
地
政
学
的

状
況
や
、
戦
争
の
形
、
戦
争
取
材
の
形
も

大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
あ
ら
た

め
て
思
い
を
い
た
す
こ
と
も
、
こ
の
映
画

が
今
、上
映
さ
れ
る
意
義
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
今
年
も
ベ
ト
ナ
ム
は
４
月
30
日

の
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
、
統
一
実
現
40
周
年
を

盛
大
に
祝
っ
た
。「
統
一
会
堂
」と
名
づ

け
ら
れ
て
い
る
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
官

邸
前
の
広
場
は
、
３
月
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
40
周
年
の
行
事
が
華
々
し
く
行

わ
れ
た
。
30
歳
以
下
の
若
い
人
が
全
人
口

の
半
分
以
上
を
占
め
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、

こ
の
日
が
か
つ
て
世
界
の
耳
目
を
集
め
た

戦
争
を
、
若
い
人
た
ち
に
も
思
い
起
こ
さ

せ
る
極
め
て
貴
重
な
日
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

激変した世界　現代人へのメッセージ
製作から41年目に日本初公開

北畠　霞（元毎日新聞サイゴン特派員）

ハーツ・アンド・マインズ
　ベトナム戦争の真実
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東
京
・
新
宿
武
蔵
野
館
ほ
か
全
国
で
順
次
公
開

サイゴン陥落 1975.4.30 から40年 

（4.1）
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いとう・ただし
1940年生まれ　65年共同通信入
社　香港　北京　ワシントン特
派員を経て　87～91年北京支局
長　編集局次長　論説委員長な
どを歴任　2000年産経新聞へ移
り中国総局長兼論説委員を務め
る　2012年退社　主な著書は『鄧
小平秘録』『鄧小平と中国近代
化』『チャイナ・ウォッチング』『チ
ャイナ・レビュー』『中国の失わ
れた世代』など　2009年度日本
記者クラブ賞受賞

速
報
が
生
命
線
の
通
信
社
時
代

　
北
京
で
ス
ク
ー
プ
を
取
り
逃
が
し
た
話

�

伊
藤

　正

書いた話　書かなかった 話

　
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
の
自
伝
的
作
品

『
目
ざ
め
へ
の
旅
』（
松
岡
洋
子
訳
、
筑
摩

書
房
）に
、
北
京
駐
在
の
フ
リ
ー
ラ
ン
サ

ー
だ
っ
た
１
９
３
３
年
、
Ａ
Ｐ
通
信
の
特

派
員
に
な
る
誘
い
を
受
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
出
て
く
る
。当
時
、ス
ノ
ー
は
契
約
し
て

い
た
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ニ
ュ
ー
ス
配
信
会
社

が
解
散
し
て
失
職
中
で
、
貯
金
も
乏
し
く

な
り
、妻（
ニ
ム・ウ
ェ
ー
ル
ズ
）か
ら
、好
待

遇
の
Ａ
Ｐ
へ
の
就
職
を
促
さ
れ
て
い
た
。

　
ス
ノ
ー
は
気
乗
り
し
な
か
っ
た
。
以
前

Ａ
Ｐ
で
バ
イ
ト
し
た
経
験
か
ら
、
通
信
社

と
は「
あ
ら
ゆ
る
事
を
扱
い
、
し
か
も
競

争
相
手
よ
り
１
分
で
も
早
く
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
１
日
24
時
間
電
話
に
縛
り
付
け
ら

れ
る
」と
知
っ
て
お
り
、
自
分
に
は
向
か

な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
悩
ん
だ
末
、
負
け
た
ら
Ａ
Ｐ
に
就
職
す

る
と
妻
に
約
束
し
て
、
週
末
の
競
馬
に
有

り
金
全
て
を
賭
け
た
。
結
果
は
当
分
生
活

に
困
ら
な
い
ほ
ど
大
勝
ち
し
、
Ａ
Ｐ
の
誘

い
を
断
っ
た
。『
中
国
の
赤
い
星
』を
刊

行
、
世
界
を
驚
か
せ
た
の
は
、
そ
の
４
年

後
で
あ
る
。

◆〝
毛
沢
東
死
去
〟を
し
く
じ
る

　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
80
年
余
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ
る
通
信
革
命
に

よ
っ
て
、報
道
の
現
場
環
境
は
一
変
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
多
機
能
化
が
進
み
、
全
国
紙

は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
、
通
信
社
と

情
報
の
量
と
速
度
を
競
う
よ
う
に
な
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
、
締
め
切
り

も
行
数
制
限
も
な
い
。
い
わ
ば
新
聞
社
の

通
信
社
化
で
あ
り
、
寸
刻
を
競
う
速
報
の

重
要
性
は
増
し
て
い
る
。

　
私
は
速
報
が
生
命
線
の
通
信
社
に
在
籍

し
た
35
年
間
に
、
重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
速
報

で
２
度
の
失
敗
経
験
が
あ
り
、
通
信
社
記

者
と
し
て
失
格
だ
っ
た
と
自
認
し
て
い

る
。
恥
を
忍
ん
で
失
敗
経
験
を
書
く
。

　
最
初
の
失
敗
は
、
１
９
７
６
年
９
月
９

日
の
毛
沢
東
死
去
の
速
報
だ
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
拙
著『
鄧
小
平
秘
録
』（
産
経

新
聞
出
版
、
文
春
文
庫
）に
い
き
さ
つ
を

書
い
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
日
本
時
間
午
後

５
時
の
発
表
の
数
分
前
に
死
去
の
確
証
を

得
な
が
ら
、
当
時
の
電
話
事
情
な
ど
か
ら

速
報
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　
そ
の
悔
し
い
思
い
を
大
学
の
先
輩
で
、

当
時
朝
日
新
聞
北
京
支
局
長
だ
っ
た
田
所

竹
彦
氏（
故
人
）に
打
ち
明
け
た
と
こ
ろ
、

彼
は
発
表
の
１
時
間
も
前
に
情
報
を
聞
い

て
い
た
と
し
、「
教
え
て
や
れ
ば
よ
か
っ

た
ね
」と
話
し
た
。
彼
に
は
、
こ
の
歴
史

的
大
ニ
ュ
ー
ス
を
翌
日
の
朝
刊
ま
で
報
道

す
る
手
段
が
な
か
っ
た
。

　
田
所
氏
は
１
９
８
２
年
11
月
10
日
の
ソ

連
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
死
去
の
と
き
も

似
た
経
験
を
し
て
い
る
。

　
共
同
通
信
北
京
支
局
員
の
塚
越
敏
彦
氏

が「
北
京
の
東
側
消
息
筋
」の
話
と
し
て

送
稿
し
た
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
10
日
夜
死
去

し
、
11
日
午
後
５
時（
日
本
時
間
）に
発

表
さ
れ
る
―
と
い
う
全
文
70
字
ほ
ど
の
短

文
だ
っ
た
。
公
式
発
表
の
39
分
前
の
速
報

を
各
外
電
が
キ
ャ
リ
ー
し
、
国
際
的
な
ス

ク
ー
プ
と
し
て
、
翌
年
の
新
聞
協
会
賞
を

受
け
た
。

　
田
所
氏
は
後
に
塚
越
記
者
よ
り
早
く
情

報
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
を
朝
日
新
聞
の

コ
ラ
ム
で
明
か
し
て
い
る
。
田
所
氏
は
毛

沢
東
に
続
い
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
死
去
も
ス

ク
ー
プ
で
き
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
も
し

通
信
社
記
者
だ
っ
た
ら
の
話
だ
が
。

◆〝
方
励
之
出
国
〟の
電
話
だ
っ
た�

　
私
が
や
り
損
な
っ
た
も
う
１
つ
の
重
大

ニ
ュ
ー
ス
は
、
反
体
制
物
理
学
者
の
方
励

之
教
授
夫
妻
の
出
国
だ
っ
た
。
方
氏
は
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「
中
国
の
サ
ハ
ロ
フ
」と
呼
ば
れ
た
、
民

主
化
運
動
の
象
徴
的
リ
ー
ダ
ー
で
、
学
生

運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

　
夫
妻
は
、
天
安
門
事
件
直
後
の
１
９
８

９
年
６
月
５
日
、
高
校
生
の
長
男
を
伴
い

北
京
の
米
国
大
使
館
に
逃
れ
、
保
護
を
求

め
た
。
中
国
側
は
、夫
妻
を
指
名
手
配
し
、

米
大
使
館
を
武
装
兵
が
包
囲
、
夫
妻
は
館

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
米
政
府
は
、
大

統
領
特
使
を
２
度
派
遣
す
る
な
ど
交
渉
を

重
ね
た
が
、
１
年
た
っ
て
も
解
決
せ
ず
、

深
刻
な
国
際
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
そ
ん
な
中
で
１
９
９
０
年
６
月
25
日
朝

９
時
ご
ろ
、
自
宅
ア
パ
ー
ト
の
電
話
が
鳴

っ
た
。
予
約
し
て
い
た
取
材
に
急
ぐ
必
要

か
ら
電
話
を
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
失

敗
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
後
に
分
か
っ
た
こ

と
だ
が
、
電
話
の
主
は
党
中
央
編
訳
局
幹

部
の
郭
承
敏
氏（
故
人
）だ
っ
た
。
郭
氏

は
、
10
回
以
上
か
け
続
け
た
と
い
う
。

　
正
午
前
に
オ
フ
ィ
ス
に
行
く
と
、
名
前

も
用
件
も
告
げ
ず
、
私
の
所
在
を
尋
ね
る

電
話
が
何
度
も
あ
っ
た
と
知
っ
た
。
郭
氏

か
ら
電
話
が
あ
り
、
い
つ
も
の
場
所
で
落

ち
合
っ
た
の
は
そ
の
日
午
後
２
時
す
ぎ
だ

っ
た
。会
う
な
り
衝
撃
的
な
話
を
始
め
た
。

「
党
中
央
は
方
励
之
の
第
３
国（
英
国
）へ

の
出
国
を
認
め
る
決
定
を
し
た
と
、今
朝
、

職
場
で
内
部
通
達
が
あ
っ
た
」

　
内
部
通
達
と
は
、
共
産
党
組
織
内
で
特

定
の
幹
部
を
対
象
に
中
央
の
決
定
を
伝
え

る
通
知
の
こ
と
だ
。
内
容
に
疑
う
余
地
は

な
く
、
直
ち
に
速
報
す
べ
き
だ
っ
た
が
、

私
は
逡
巡
し
た
。
郭
氏
が
こ
う
話
し
た
か

ら
だ
。「
伊
藤
さ
ん
に
、
こ
の
情
報
を
す

ぐ
知
ら
せ
よ
う
と
思
い
、
職
場
外
の
公
衆

電
話
で
か
け
た
が
、つ
か
ま
ら
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
せ
め
て
日
本
人
記
者
に

報
道
さ
せ
よ
う
と
思
い
直
し
、
面
識
の
あ

っ
た
Ａ
、
Ｂ
両
紙
の
記
者
に
伝
え
た
」

　
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
両
紙
の
夕
刊

の
大
見
出
し
を
想
像
し
動
揺
し
た
。
２
紙

の
報
道
後
で
は
、
速
報
の
価
値
は
な
く
な

る
。
し
か
し
、
両
紙
夕
刊
に
方
氏
出
国
の

記
事
は
な
ぜ
か
出
な
か
っ
た
。

　
意
外
な
事
態
に
戸
惑
っ
て
い
る
う
ち
、

新
華
社
が
午
後
4
時（
日
本
時
間
５
時
）に

速
報
、
ス
ク
ー
プ
を
逃
し
た
。
こ
れ
も
大

き
な
ミ
ス
だ
っ
た
。
新
華
社
発
表
よ
り
１

時
間
半
も
早
く
、
郭
氏
か
ら
情
報
を
得
て

い
た
か
ら
だ
。
新
華
社
の
速
報
を
見
た
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
記
者
が
打
電
し

た
記
事
は
全
米
で
唯
一
、
朝
刊
最
終
版
に

突
っ
込
ま
れ
た
。
16
時
間
の
時
差
が
同
紙

に
味
方
し
た
結
果
だ
っ
た
。

　
私
の
苦
い
経
験
は
共
同
社
内
の
新
入
社

員
研
修
で
披
露
し
、
記
者
教
育
の
一
助
に

し
た
。
私
の
失
敗
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
携
帯

電
話
も
な
い
当
時
の
通
信
事
情
も
あ
っ
た

が
、
よ
り
本
質
的
に
は
通
信
社
の
速
報
マ

イ
ン
ド
を
欠
い
た
結
果
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

◆
通
信
社
化
す
る
新
聞
で
い
い
の
か

　
前
項
で
書
い
た
郭
承
敏
氏
と
は
、
天
安

門
事
件
の
前
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
産
経

新
聞
に
再
就
職
し
た
後
も
毎
月
の
よ
う
に

会
い
、
意
見
を
交
換
す
る
関
係
だ
っ
た
。

　
２
０
０
６
年
10
月
１
日
の
早
朝
、
郭
氏

か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、
至
急
会
い
た

い
と
言
っ
た
。
そ
の
日
は
中
国
で
最
も
重

要
な
公
式
休
日
の
国
慶
節
当
日
だ
っ
た
の

で
、
何
事
か
と
尋
ね
る
と
、
郭
氏
は「
安

倍
首
相
の
訪
中
が
決
ま
っ
た
の
で
、
彼
の

人
物
像
な
ど
何
で
も
教
え
て
く
れ
」と
話

し
た
。

　
こ
の
前
月
、
１
期
目
の
首
相
に
就
い
た

安
倍
晋
三
氏
の
訪
中
に
つ
い
て
は
、
訪
中

す
る
の
か
ど
う
か
さ
え
定
か
で
は
な
か
っ

た
。
私
は「
提
供
で
き
る
知
識
が
な
い
」

と
正
直
に
言
い
、「
首
相
の
訪
中
日
程
は

決
ま
っ
た
の
か
」
と
聞
い
た
。
郭
氏
は

「
10
月
８
日
と
聞
い
て
い
る
」と
即
答
し

た
。
私
は
政
治
部
デ
ス
ク
に
情
報
を
伝
え

た
が
、
反
応
は
鈍
か
っ
た
。
安
倍
首
相
に

強
い
と
評
判
の
記
者
は
、
情
報
を
完
全
否

定
、
私
の
記
事
は
保
留
に
な
っ
た
。

　
同
日
午
後
７
時
す
ぎ
に
共
同
通
信
、
９

時
す
ぎ
に
時
事
通
信
が
と
も
に
北
京
発
で

「
安
倍
訪
中
」を
伝
え
た
が
、
産
経
は
じ

め
２
日
付
朝
刊
で
報
じ
た
在
京
紙
は
な
か

っ
た
。
後
に
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
は「
8

日
訪
中
」は
日
本
側
の
提
案
で
、
１
日
の

段
階
で
は
調
整
中
だ
っ
た
が
、
中
国
側
は

日
本
案
を
の
む
決
定
を
し
て
い
た
。

　
産
経
に
入
社
し
た
15
年
前
、
通
信
社
と

新
聞
社
の
違
い
に
驚
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
当
時
は
ま
だ
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
は
本

格
化
し
て
お
ら
ず
、
記
者
の
速
報
意
識
も

低
か
っ
た
し
、
編
集
局
は
降
版
時
間
を
作

業
の
基
準
に
し
て
い
た
。

　
新
聞
に
は
一
覧
性
な
ど
優
れ
た
面
は
あ

る
が
、
情
報
の
量
と
速
さ
で
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
及
ば
な
い
。
例
え
ば
産
経
が
し
ば

し
ば
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
、
注
目
事

件
の
公
判
や
話
題
の
人
物
の
記
者
会
見
の

同
時
進
行
型
報
道
は
新
聞
に
は
不
可
能
だ
。

　
新
聞
社
の
通
信
社
化
は
時
の
流
れ
と
は

い
え
新
聞
に
は
ネ
ッ
ト
に
な
い
魅
力
と
機

能
が
あ
る
。
コ
ラ
ム
や
企
画
物
だ
け
で
な

く
大
き
な
出
来
事
を
追
跡
し
真
相
に
迫
る

報
道
こ
そ
新
聞
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
私
は
速
報
で
失
敗
し
た
方
励
之
出
国
の

背
景
を
追
い
、
天
安
門
事
件
で
中
断
し
て

い
た
日
本
の
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
再
開
が
、
中
国

側
が
米
側
に
提
起
し
た
最
重
要
条
件
だ
っ

た
こ
と
を
関
係
者
の
証
言
で
突
き
止
め
記

事
に
し
た
。
中
国
は
そ
れ
を
西
側
に
よ
る

経
済
制
裁
解
除
の
突
破
口
に
し
、
驚
異
的

な
経
済
成
長
の
軌
道
を
取
り
戻
し
た
。
出

国
か
ら
17
年
後
の
記
事
で
あ
る
。

　
方
励
之
氏
は
英
国
を
経
て
米
国
に
事
実

上
亡
命
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
教
授
を
務
め

た
。
２
０
１
２
年
、
76
歳
で
病
死
し
た
。
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リレーエッセ －

寛
容
の
哲
学
説
い
た

　
　
　政
治
家「
金
大
中
」五

味

　洋
治（
東
京
新
聞
）

　
金
氏
は
こ
の
年
の
６
月
に
南
北
首
脳
会

談
を
実
現
し
、
北
朝
鮮
と
の
緊
張
緩
和
に

貢
献
し
た
。
式
で
も
こ
の
業
績
が
紹
介
さ

れ
た
。
金
氏
は
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
な
か

っ
た
。
式
が
終
わ
り
、
金
夫
妻
の
退
場
が

告
げ
ら
れ
た
。

　
私
は
慌
て
て
プ
レ
ス
ル
ー
ム
か
ら
飛
び

出
し
、
金
氏
に「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」と
韓
国
語
で
話
し
か
け
、
手
を
握
っ

た
。「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
と
返
し
て
き
た
。

そ
の
手
は
小
さ
く
、
温
か
か
っ
た
。

　
私
は
20
代
か
ら
朝
鮮
半
島
に
関
心
を
持

ち
始
め
た
。
き
っ
か
け
は
金
大
中
氏
だ
っ

た
。
40
年
を
超
え
る
政
治
生
活
で
５
回
も

殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
、
民
主
化
運
動
に

生
涯
を
捧
げ
た
政
治
家
。

　
そ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
人
を
引
き
つ
け

る
が
、
初
挑
戦
か
ら
26
年
間
、
計
４
回
の

大
統
領
選
に
出
馬
し
、
１
９
９
７
年
に
は

遂
に
勝
利
を
手
に
し
た
。

　
政
権
末
期
に
は
、
韓
国
の
歴
代
大
統
領

の
例
に
漏
れ
ず
、
周
辺
で
数
々
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
が
起
き
た
が
、
任
期
中
、
歴
史
に

残
る
仕
事
を
い
く
つ
も
成
し
遂
げ
た
。

　
南
北
首
脳
会
談
だ
け
で
は
な
い
。
小
渕

恵
三
首
相
と
の
間
で
日
韓
共
同
宣
言
を
ま

と
め
、
歴
史
問
題
で
ジ
グ
ザ
グ
し
て
き
た

両
国
関
係
を
安
定
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
見

落
と
せ
な
い
。

　
私
が
ソ
ウ
ル
に
赴
任
し
た
99
年
３
月
、

金
氏
は
す
で
に
大
統
領
職
に
あ
っ
た
が
、

近
く
で
接
す
る
機
会
が
、
オ
ス
ロ
を
含
め

３
回
あ
っ
た
。
一
度
は
金
氏
が
訪
日
を
前

に
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
在
ソ
ウ
ル
特
派
員

と
懇
談
会
を
開
い
た
時
だ
っ
た
。
テ
ー
マ

は
日
韓
関
係
で
、
日
本
語
も
話
せ
る
は
ず

だ
が
、
全
て
韓
国
語
で
通
し
た
。

　
時
々
、
横
に
座
っ
て
い
る
通
訳
に
向
か

っ
て「
今
の
訳
は
正
確
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
意
味
だ
」と
、
小
さ
く
声
を
か

け
て
い
た
。
剛
胆
な
民
主
運
動
家
と
い
う

よ
り
、
繊
細
な
思
想
家
と
い
っ
た
印
象
だ

っ
た
。

　
も
う
一
度
は
、
青
瓦
台（
大
統
領
府
）

で
開
か
れ
た
何
か
の
式
典
だ
っ
た
。
金

氏
は
夫
人
と
と
も
に
招
待
客
の
方
に
歩

い
て
き
た
が
、
歩
き
方
は
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
。
若
い
頃
、
テ
ロ
の
疑
い
の
濃
い

交
通
事
故
に
遭
っ
た
後
遺
症
だ
っ
た
。

　
金
氏
は
軍
事
独
裁
政
権
下
で
６
年
間

収
監
さ
れ
、
読
書
に
打
ち
込
ん
だ
。
歴

史
書
を
数
多
く
読
み
、思
想
を
深
め
た
。

　
自
宅
の
地
下
に
は
膨
大
な
蔵
書
が
あ

っ
た
と
い
う
。
今
そ
の
本
は
、
自
宅
脇

に
建
設
さ
れ
た
図
書
館
で
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　
金
氏
は
、「
相
手
に
対
し
て
寛
大
な

国
が
栄
え
る
」「
平
和
的
に
話
し
合
い
、

双
方
に
利
益
を
」と
説
い
た
。
そ
れ
が

南
北
関
係
や
日
韓
関
係
を
動
か
し
た
原

動
力
だ
ろ
う
。

　
東
ア
ジ
ア
を
見
回
す
と
、
あ
の
オ
ス

ロ
の
冬
の
よ
う
に
重
苦
し
い
日
々
が
続

い
て
い
る
。

　
今
こ
そ
金
氏
が
83
年
の
人
生
を
通
し

て
語
っ
て
き
た「
寛
容
の
哲
学
」を
思

い
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
ご
み
・
よ
う
じ
　
編
集
委
員
）

次
号
は
藤
井
通
彦
さ
ん（
西
日
本
新

聞
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
北
欧
の
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
冬
は
夜

が
長
い
。
午
後
３
時
に
な
る
と
暗
闇
が

あ
た
り
を
覆
い
、
朝
は
９
時
過
ぎ
ま
で

明
る
く
な
ら
な
い
。
２
０
０
０
年
12
月

10
日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
は

早
朝
か
ら
小
雨
が
降
っ
て
い
た
。

　
そ
の
日
の
午
後
、
オ
ス
ロ
市
庁
で
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
授
賞
式
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
主
人
公
は
金
大
中
・
韓
国

大
統
領
だ
っ
た
。
私
も
、
赴
任
先
の
ソ

ウ
ル
か
ら
現
地
入
り
し
て
い
た
。
金
大

中
と
い
う
政
治
家
の
、
最
高
の
瞬
間
を

見
て
お
き
た
い
と
思
い
、
上
司
を
説
得

し
て
実
現
し
た
出
張
だ
っ
た
。

　
金
氏
は
韓
国
で
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
だ
っ
た
だ
け
に
、
関
心
も
高
か
っ

た
。
会
場
と
な
っ
た
市
議
会
ホ
ー
ル
の

周
辺
に
は
、
市
民
ら
が
集
ま
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
金
氏
に「
平
和
の
た
い

ま
つ
」が
渡
さ
れ
、
ど
ん
よ
り
と
し
た

天
気
の
中
、
そ
こ
だ
け
が
明
る
く
な
っ

た
。

韓国大統領として来日、参院本会議場
で演説する金大中氏（1998年10月8日／国
会で／撮影：東京新聞写真部・嶋邦夫）
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発
覚
し
た
時
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
母
が

次
々
に
巻
き
起
こ
す
出
来
事
を
、
テ
レ
ビ

屋
の
私
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
。
時
間

数
に
し
て
２
０
０
時
間
を
超
え
ま
し
た
。

　
認
知
症
と
一
口
に
言
っ
て
も
そ
の
状
態

は
時
々
で
違
い
、
全
く
正
気
同
然
の
時
も

あ
れ
ば
、完
全
ぼ
け
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
会
話
の
中
に
し
ば
し
ば
出
て
き
た
の

が
、
旧
朝
鮮
や
満
州
で
の
暮
ら
し
や
出
来

事
で
し
た
。幼
い
時
か
ら
旧
朝
鮮
で
育
ち
、

結
婚
後
は
満
州
に
移
住
し
た
母
の
脳
裏
に

は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
諸
事
が

詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
第
２
章「
母
の
戦
争
」は
そ
れ
を
書
き

起
こ
し
た
パ
ー
ト
で
す
が
、
映
像
化
し
て

戦
後
70
年
関
連
番
組
と
し
て
放
送
す
る
予

定
で
、
現
在
制
作
中
で
す
。
　

会 員の著書／寄贈書

■
わ
が
母
　
最
後
の
た
た
か
い

　
介
護
３
０
０
０
日
の
真
実

相
田
　
洋
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

　
こ
の
本
は
13
年
に
及
ぶ
在
宅
介
護
の
末

に
、
１
０
０
歳
で
旅
立
っ
た
母
と
、
息
子

で
あ
る
私
と
の
会
話
録
で
す
。

　
１
９
９
８（
平
成
10
）年
２
月
の
あ
る

日
、
母
は
全
財
産
を
取
引
銀
行
か
ら
下
ろ

し
て
作
っ
て
も
ら
っ
た
小
切
手
を
持
って
、

隣
の
家
に「
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」と
何
度
も

相
談
に
行
き
ま

し
た
。
そ
れ
が

母
の
認
知
症
が

ＮＨＫ出版
２２６８円

マ
イ
B
O
O
K 

マ
イ
P
R

　
岡
崎
久
彦
・
元
駐
タ
イ
大
使
を
あ
ら
た

め
て
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
昨

年
10
月
に
死
去
し
た
が
、
最
晩
年
、
読
売

新
聞「
時
代
の
証
言
者
　
日
本
外
交
と
と

も
に
」（
昨
年
６
～
７
月
掲
載
）で
生
涯
を

振
り
返
っ
た
。
本
書
は
、
死
後
、
こ
の
連

載
を
担
当
し
た
私（
三
好
）が
、
岡
崎
研

究
所
、
育
鵬
社
編
集
部
と
協
力
し
、
残
さ

れ
た
速
記
録
や
遺
稿
を
整
理
し
て
ま
と
め

た
回
想
録
で
あ
る
。

　
岡
崎
氏
が
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
た
情

報
分
析
に
関
す
る
考
え
方
や
、
幼
年
、
学

生
時
代
の
思
い
出
、
現
役
外
交
官
時
代
の

多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。

国際情勢判断・半世紀（岡崎久彦著）

寄

贈

書

ま
た
、
歴
史
認

識
問
題
や
対
中

外
交
に
関
す
る

氏
の
主
要
論
文

や
、
生
前
交
際

の
あ
っ
た
人
々
の
証
言
も
収
録
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
も「
岡
崎
久
彦
大
使
と
父
子
三

代
」と
題
し
た
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　
岡
崎
氏
は
外
務
省
の
本
流
を
歩
い
た
人

で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
情
報
重
視

の
考
え
方
を
省
内
に
根
付
か
せ
る
こ
と
に

貢
献
し
た
し
、
集
団
的
自
衛
権
容
認
も
氏

の
活
動
が
な
け
れ
ば
、
実
現
し
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
希
代
の
外
交
官

の
本
音
が
か
な
り
率
直
に
語
ら
れ
て
い
る

の
で
、
興
味
は
尽
き
な
い
と
思
う
。

三
好
　
範
英（
読
売
新
聞
編
集
委
員
）

育鵬社
１８３６円
育鵬社

■
会
議
報
告（
そ
の
２
）

⃝
第
１
１
９
回
総
務
委
員
会

（
４
・
30
　
小
会
議
室
）

　
２
０
１
４
年
度
の
事
業
報
告
・
同
収
支

決
算
案
の
原
案
と
第
22
期（
15
・
16
年
度
）

役
員
構
成
社
案
を
作
成
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
石
川
、
会
田
、
山

田
、
板
野
、
西
野
、
西
渕
、
川
嶋
、
木
村

の
各
委
員
、
伊
藤
理
事
長
、
飯
塚
副
理
事

長
、
中
井
専
務
理
事
。

⃝

第
５
６
５
回
理
事
会

（
４
・
30
　
大
会
議
室
）

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
届
け
出
の
あ
っ
た
下
記
の

理
事
交
代
を
承
認
し
た
。

（
新
）板
野
裕
爾
　
専
務
理
事・放
送
総
局
長

（
旧
）石
田
研
一
氏

②
２
０
１
４
年
度
の
事
業
報
告
・
同
収
支

決
算
を
総
務
委
員
会
案
ど
お
り
承
認
し
、

第
85
回
定
時
社
員
総
会
に
上
程
し
た
。

③
２
０
１
５
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
を
選
考
委
員
会
の
選
考
結
果
ど

お
り
に
決
定
し
た
。

④
第
22
期
役
員
構
成
社
を
役
員
選
出
委
員

会
案
ど
お
り
議
決
し
た
。

⑤
会
費
収
入
を
公
益
目
的
事
業
会
計
と
法

人
会
計
に
配
分
す
る
比
率
を
現
状
に
合
わ

せ
る
た
め
、
左
記
の
よ
う
な
条
項
を
会
費

規
則
に
追
加
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

（
入
会
金
及
び
会
費
の
使
途
）

第
４
条
　
入
会
金
及
び
会
費
は
、毎
事
業
年

度
に
お
け
る
合
計
額
の
50
％
以
上
を
当
該

事
業
年
度
の
公
益
目
的
事
業
に
使
用
す
る
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
飯
塚
副
理
事
長
、

中
井
専
務
理
事
、西
村
、石
川
、会
田
、谷
、

山
田
、
佐
藤（
剛
）、
藤
井
、
佐
藤（
純
）、

平
田
、
中
野
、
板
野
、
西
野
、
西
渕
、
齋

藤
、
加
増
、
多
畑
、
川
嶋
、
木
村
、
梅
田

の
各
理
事
。
沖
永
、
小
林
、
大
久
保
の
各

監
事
。

　
日
本
新
聞
協
会
は
毎
年
４
月
６
日
の

「
新
聞
を
ヨ
ム
日
」か
ら
始
ま
る
春
の
新
聞

週
間
前
に
、
読
ん
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

っ
た
新
聞
記
事
と
そ
の
理
由
を
募
集
し
表

彰
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
大
賞
は
南
日

本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た「
整
頓
さ
れ
て
い

る
か
ら
」に
感
想
を
寄
せ
た
鹿
児
島
県
の

古
垣
ひ
と
み
さ
ん
が
選
ば
れ
た
▼
同
７
日

に
南
日
本
新
聞
社
で
贈
賞
式
が
行
わ
れ
、

記
事
を
執
筆
し
た
小
田
裕
徳
・
鹿
屋
総
局

長
も
同
席
し
た
▼
入
賞
作
品
は
新
聞
協
会

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ�

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２
０
１
４

　
大
賞
は「
南
日
本
新
聞
の
記
事
に
感
動
」

※
５
㌻
か
ら
続
く
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新しいOB会員

　日経新聞で30年。その後グループ会
社で仕事をしていました。あらためて
様々な人たちの考え方を聞く機会を得
たく、入会しました。

石
いし

井
い

　俊
とし

彦
ひこ 1977年日本経済新聞入社。米州総
局編集部次長、大阪編集局次長、格
付投資情報センターなど。現在、日
本経済新聞企業年金基金常務理事。

　朝日新聞特派員としてハノイ、ワシ
ントン、ニューヨークを回りました。
OBを名乗るには貫禄不足と思いつつ、
お世話になります。

水
みず

野
の

　孝
たか

昭
あき 1982年朝日新聞入社。ハノイ支局
長、ワシントン特派員、ニューヨー
ク支局長など。現在、神田外語大
学外国語学部教授。

　表現の自由、報道と人権、とりわけ
名誉毀損が研究テーマです。法律雑誌
『法学セミナー』で「戦後史で読む憲法判
例」を連載しています。

山
やま

田
だ

　隆
りゅう

司
じ
1985年読売新聞入社。鳥取支局、
神戸支局、大阪本社編成部など。
現在、創価大学法学部准教授。

http://www.jnpc.or.jp/

＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトか
らアクセスできます。トップページ中央にある
「音声アーカイブ」をクリックすると一覧表が表
示されます。このなかで各氏の顔写真の右にある
「会見リポート」をクリックすると、発言の録音
を聴くことができます。同ページでは当時の会報
や会見の全文文字起こしも読むことができます。

●美濃部亮吉　東京都知事（1９71.6.11）
●王貞治　プロ野球選手（1９77.10.13）
●シアヌーク　民主カンボジア大統領（1９8４.6.2）
●アキノ　フィリピン大統領（1９86.11.13）
●大山康晴　十五世名人棋士（1９９0.7.4）
●フジモリ　ペルー大統領（1９９2.3.18）
●コール　ドイツ首相（1９９3.2.27）

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音
HP更新情報

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

■自然エネルギー財団シンポジウム
　主催：自然エネルギー財団、WWFジャパン
　「東京はロンドンを超えられるか―より持続可
能なオリンピックをめざして」のテーマで行われ
た。環境はオリンピズムの第３の柱として位置
づけられている。「最も持続可能」と評価された
2012年ロンドン五輪の流れをさらに発展させる
ことができるかの視点で議論が交わされた。（4.7　
10階ホール）
■格付投資情報センター
　創業40周年記念パーティー
　同センターは日本経済新聞が1975年、社内に
「公社債研究会」を設けたことがきっかけとなり、
創業された。金融機関や事業会社の幹部などを
招き、創業40周年を祝った。（4.9　10階ホール）
■ボーン・上田記念国際記者賞授賞式
　主催：新聞通信調査会
　同賞は国際報道部門で優れた業績を残した記
者に毎年贈られている。2014年度は杉山正記者
（朝日新聞東京本社国際報道部）、中澤克二記者
（日本経済新聞社中国総局長）が選ばれた。
　杉山記者は貧困と住民対立、過激派組織の台
頭などに揺れるアフリカ各地の紛争の現場を取
材、読者のアフリカ理解に貢献。中澤記者は地
道に事実を確認しながら深掘りした分析と解説
で中国報道の質を高めたことが、それぞれ評価
された。（4.10　会見場）
　4月11日には横浜市の日本新聞博物館で、一
般参加者を対象にした両受賞者の講演会も行わ
れた。
■「ベネズエラ：希望と国際連帯」記者会見
　３月9日、オバマ米大統領は「ベネズエラは米
国の安全保障にとって脅威である」とする大統領
令を発動した。これを受け、セイコウ・イシカワ
駐日ベネズエラ大使が同国の立場について話し
た。（4.16　会見場）
■PRSJ特別国際セミナー「新時代のジャーナリ
ズムをけん引する国際ネット・メディアの使命
と今後の展開」
　主催：（公社）日本パブリックリレーションズ協会
　「ザ・ハフィントン・ポスト」日本版の高橋浩
祐編集長が講演した。ハフポストの紹介と今後
の展開、新しい時代のネット・ジャーナリズムの
取り組みなどについて語った。（4.20　会見場）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらが政治家を招
き、定期的に勉強会を行っている。4月は玉木
雄一郎民主党国対副委員長（4.1）、大島理森衆議
院予算委員長（4.8）、柿沢未途維新の党政調会長
（4.15）、亀井静香衆議院議員（4.22）を招いた。

第103回ゴルフ会　竹内会員が初優勝
　4月13日（月）に恒
例の春のゴルフ会が総
武カントリークラブ総
武コース（千葉県）で
開催され、竹内實昭会
員（朝日新聞出身）が

NET87で初優勝を飾りました。2位は戸引和夫
会員（朝日新聞出身）、３位は那部吉正会員（産
経新聞出身）、参加者は9人でした。
　次回は10月20日（火）磯子カンツリークラブで
開催します。初参加の会員も大歓迎です。詳し
くは事務局の河野（03-3503-2764）へお問い合わ
せください。
写真＝那部ゴルフ会幹事から優勝杯を受け取る
竹内会員（左）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

委員長＝石川　一郎
委　員＝ 荒田　茂夫　五十嵐　裕　大寺　廣幸 

風間　　晋　神田　由紀　北村　節子 
佐塚　正樹　高橋　　茂　長澤　孝昭 
吉野　理佳

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：752人　⃝個人会員：1,367人　
⃝法人・個人賛助会員：62社・139人　⃝特別賛助会員：96人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：120人 計：198社・2,486人

クラブの電話　ダイヤルイン

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール▶田部京子ピアノ・リサイタ
ル～北欧を訪ねて～　シベリウスの「樹の組曲」
「花の組曲」などからえりすぐりの小品を演奏し
ます。北欧の写真を投影するトークタイムも。
6/4（木）13時半（4,500円）●03︲3267︲9990
日経ホール▶ニーナ・ケイテル　メゾソプラノ･
リサイタル　世界的なオペラの音楽祭、サヴォ
ンリンナ・フェスティバルに定期的に出演し、ヨ
ーロッパの檜舞台でも主役を務める大物歌手が
6年ぶりに再来日。今年生誕150年を迎えるシベ
リウス歌曲集と世界のオペラ･アリア名曲集を歌
います。
6/1（月）18時半（3,800円）●03︲3943︲7066
サントリーホール▶ザ・プロデューサー・シリー
ズ　長木誠司がひらく　大野和士氏の指揮によ
る日本初演の「レクイエム」（ツィンマーマン）、
1970年以来の再演となる「シュティムング」（シュ
トックハウゼン）など必聴のプログラム。時間は
お問い合わせください。
8/23（日）、29（土）（指定6,000円ほか）●0570︲
55︲0017
王子ホール▶サンドリーヌ・ピオー　フランスの
歌姫ピオーがうたう、女性の心にしのびこむ歌。
アルバム「évocation」収録のフランス歌曲のエス
プリとドイツ歌曲の妖しさに、様々な感情を喚起
させられることでしょう。
5/21（木）19時（7,000円）●03︲3567︲9990

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2731・2766

和食　伊勢海老懐石（5/29まで）

　先付：ひめ栄螺、蛍烏賊、胡麻豆腐ほか　刺身：
伊勢海老姿造りほか　焼物：鮎魚女照り焼き　煮
物：伊勢海老具足煮　揚物：白魚かき揚げ　食事：
ご飯、伊勢海老頭味噌椀　水菓子：季節の果物　
グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　牛フィレ肉コース（7/4まで）

　フレッシュホワイトアスパラガス　トマトとチ
アシードのジュレ添え、コンソメまたはヴィシソ
ワーズ、牛フィレ肉のソテー　ダークチェリーソ
ース、マンゴームース、パン、コーヒー付き（3,780
円）。ランチ、ディナー（土曜日はランチのみ9
階レストラン）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込です

10階レストランの一般メニュー　会員は２割引きです
　10階の洋食は会員席か一般席かを選べます。
会員席ではお手頃な値段で会員メニューを、一
般席では接客・接待向きのアラスカのグランド
メニューを提供しています。会員同伴であれば
一般席を2割引きでご利用いただけますので、
ぜひご活用ください。

クラブ賞･特別賞受賞記念講演会は6月3日に

　下記のように受賞記念講演会を行います。ク
ラブ賞の竹内政明氏が、「編集手帳」執筆の舞台
裏や読者の反響を、同特別賞受賞を代表して伊
東英朗氏が「Ｘ年後」制作の苦労話や調査報道の
難しさについて語ります。質問にも答えていた
だく予定です。
　出席を希望される方はお申し込みください。
ビジター 1人を同伴していただいて構いません。
この会合には一般の方も参加します。
日時　6月３日（水）午後6時30分～8時
会場　日本記者クラブ10階ホール
定員　1５0人（申し込み先着順）
メール　kaiken@jnpc.or.jp
�FAX 　 03-3５03-7271

5月27日に総会記念講演とクラブ賞贈賞式・パーティー
　5月27日（水）午後4時30分から総会記念講演
会を開催します。今年のゲストはノンフィクシ
ョン作家の柳田邦男さんです。「被害者の精神
史～ 70年の歩みと転機の今～」のテーマで語っ
ていただきます。
　引き続き5時30分から、日本記者クラブ賞・
同特別賞の贈賞式とパーティーを行います。読
売新聞の竹内政明記者と、南海放送の伊東英朗
報道制作局ディレクターと「X年後」制作グルー
プ代表に表彰状と副賞を贈り､ 受賞の言葉を述
べていただきます。
　会場は10階のレストラン･アラスカです。参
加費は無料です。多数の出席をお待ちしていま
す。ビジター1人を同伴していただいて構いま
せん。準備の都合がありますので、出席を希望
される方は下記へお申し込みください。
メール　kaiken@jnpc.or.jp
�FAX 　 03-3５03-7271

＜法人会員代表変更＞　
日経CNBC　太田孝代表取締役社長（旧・酒井　
悟朗）
＜訃報＞
　樋口剛会員（日本経済新聞出身、78歳）が4月
1９日死去されました。謹んでご冥福をお祈りい
たします。

5月の行事予定（5/7現在）

20㊌
16：00 ～ 17：30　10階ホール
著者と語る『本当の戦争の話をしよう』
伊勢﨑賢治・東京外語大教授

25㊊
15：00 ～ 16：30　10階ホール
研究会「ドイツの戦後和解」⑤
フォン・ヴェアテルン・駐日ドイツ大使
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JR山手線の神田―秋葉原線路内で架線支柱が倒れた＝４月12日　東京都千代田区

写 真 回 廊
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